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トピックス

８月２４日（日） 和木町長選挙
熱中症にご注意ください！
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代
理
投
票

投
票
所
入
場
券

公
営
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場

不
在
者
投
票

期
日
前
投
票

告
示

投
票

投
票
で
き
る
人

開
票
　

贈
ら
な
い
・
求
め
な
い
・
受
け
取
ら
な
い

き
れ
い
な
選
挙
は
、〝
三
な
い
運
動
か
ら
〞

贈
ら
な
い
・
求
め
な
い
・
受
け
取
ら
な
い

き
れ
い
な
選
挙
は
、〝
三
な
い
運
動
か
ら
〞

和
木
町
長
選
挙

　

任
期
満
了
に
伴
う
町
長
選
挙
が
8
月
24
日

㈰
に
行
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
選
挙
は
、
こ
れ
か
ら
の
和
木
町
を
託

す
人
を
選
ぶ
、
最
も
身
近
で
大
切
な
選
挙
で

す
。
棄
権
を
し
な
い
で
、
必
ず
投
票
に
行
き

ま
し
ょ
う
。

　

選
挙
の
主
役
は
あ
な
た
で
す
。
よ
く
考
え

て
悔
い
の
な
い
1
票
を
投
じ
、
公
正
で
明
る

い
選
挙
の
実
現
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

投
票
日　

8
月
24
日
㈰

投
票
時
間　

7
時
〜
20
時

投
票
場
所

◎
和
木
第
1
投
票
所

　

体
育
セ
ン
タ
ー

◎
和
木
第
2
投
票
所

　

和
木
5
丁
目
集
会
所
（
沖
灰
場
集
会
所
）

◎
瀬
田
投
票
所

　

公
民
館
瀬
田
分
館

◎
関
ヶ
浜
投
票
所

　

公
民
館
関
ヶ
浜
分
館

　

有
権
者
の
皆
さ
ま
に
郵
送
さ
れ
る
、
投
票

所
入
場
券
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

開
票
日　

8
月
24
日
㈰

開
票
時
間　

20
時
50
分
〜
（
予
定
）

開
票
場
所　

体
育
セ
ン
タ
ー

　

和
木
町
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

る
人
の
う
ち
、
平
成
19
年
8
月
25
日
以
前
に

生
ま
れ
た
日
本
国
民
で
、
令
和
7
年
5
月
18

日
以
前
か
ら
和
木
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
記

載
さ
れ
、引
き
続
き
令
和
7
年
8
月
24
日（
投

票
日
の
当
日
）
ま
で
、
町
内
に
居
住
し
て
い

る
人
で
す
。

※
投
票
日
ま
で
に
、
和
木
町
外
に
転
出
し
た

人
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

　

投
票
日
に
、
公
私
の
用
事
や
旅
行
等
で
投

票
所
に
行
け
な
い
方
は
、
選
挙
期
日
告
示
日

の
翌
日
か
ら
投
票
日
の
前
日
ま
で
期
日
前
投

票
が
で
き
ま
す
。

投
票
期
間　

8
月
20
日
㈬
〜
23
日
㈯

投
票
時
間　

8
時
30
分
〜
20
時

場
所　

役
場
議
会
棟
委
員
会
室

持
参
す
る
も
の　

　

投
票
所
入
場
券
（
届
い
て
い
る
場
合
）

　

和
木
町
外
に
滞
在
さ
れ
て
い
る
方
や
病
院

に
入
院
、
老
人
ホ
ー
ム
に
入
所
な
ど
さ
れ
て

い
る
方
は
、
不
在
者
投
票
制
度
を
ご
利
用
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

病
気
や
怪
我
、
そ
の
他
の
事
情
に
よ
り
、

投
票
用
紙
に
文
字
を
記
入
す
る
の
が
困
難
な

場
合
は
、
投
票
所
で
係
員
に
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。
係
員
が
あ
な
た
に
代
わ
っ
て
投
票
用

紙
に
書
い
て
く
れ
ま
す
。

　

こ
の
場
合
、
投
票
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す

の
で
、
安
心
し
て
投
票
所
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

○
有
権
者
の
皆
さ
ま
に
は
、
郵
便
に
よ
り
投

票
所
入
場
券
を
お
届
け
し
ま
す
の
で
、
入

場
券
に
記
載
し
て
あ
る
投
票
所
で
投
票
し

て
く
だ
さ
い
。

○
投
票
所
入
場
券
が
届
い
た
人
で
も
、
投
票

日
ま
で
に
和
木
町
外
に
転
出
し
た
人
は
、

投
票
で
き
ま
せ
ん
。

　

町
内
26
カ
所
に
公
営
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
を

設
置
し
ま
す
。
こ
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
を
壊

し
た
り
、
貼
っ
て
あ
る
ポ
ス
タ
ー
を
破
っ
た

り
す
る
と
罰
せ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ

と
を
絶
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

選
挙
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ　

和
木
町
選
挙
管
理
委
員
会　

　
　
　
　
　
　
（
企
画
総
務
課
内
）

（
☎
52
―
2
1
3
6
）

告
示
日
　
8
月
19
日
㈫

参
議
院
議
員
選
挙
結
果

　

7
月
20
日
に
執
行
さ
れ
た
第
27
回
参
議

院
議
員
通
常
選
挙
の
和
木
町
で
の
状
況

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

【
山
口
県
選
出
議
員
選
挙
】

当
日
有
権
者
数　
　
　
　

４
，
６
０
０
人

投
票
者
数　
　
　
　
　
　

２
，
７
３
１
人

有
効
投
票
数　
　
　
　
　

２
，
６
３
３
票

無
効
投
票
数　
　
　
　
　
　
　
　

９
８
票

投
票
率　
　
　
　
　
　
　

５
９
・
３
７
％

●
候
補
者
別
得
票
数
（
和
木
町
開
票
分
）

北
村　

つ
ね
お　
　
　
　
　
　

９
４
６
票

や
ま
さ
き
珠
江　
　
　
　
　
　

６
５
１
票

奥
野　

信
治　
　
　
　
　
　
　
　

３
２
票

と
く
ら　

た
か
こ　
　
　
　
　

４
３
６
票

せ
き
た
に　

拓
馬　
　
　
　
　

５
６
８
票

【
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙
】

当
日
有
権
者
数　
　
　
　

４
，
６
０
０
人

投
票
者
数　
　
　
　
　
　

２
，
７
３
１
人

有
効
投
票
数　
　
　
　
　

２
，
６
６
７
票

無
効
投
票
数　
　
　
　
　
　
　
　

６
４
票

投
票
率　
　
　
　
　
　
　

５
９
・
３
７
％

●
政
党
別
得
票
数

　
（
政
党
名
票
と
候
補
者
名
票
の
合
計
）

日
本
共
産
党　
　
　
　
　
　
　
　

９
４
票

日
本
維
新
の
会　
　
　
　
　
　
　

８
８
票

無
所
属
連
合　
　
　
　
　
　
　
　
　

８
票

日
本
保
守
党　
　
　
　
　
　
　
　

５
３
票

立
憲
民
主
党　
　
　

２
４
６
・
３
８
５
票

参
政
党　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
８
２
票

国
民
民
主
党　
　
　

３
２
２
・
６
１
４
票

チ
ー
ム
み
ら
い　
　
　
　
　
　
　

３
５
票

日
本
誠
真
会　
　
　
　
　
　
　
　

１
１
票

社
会
民
主
党　
　
　
　
　
　
　
　

１
７
票

れ
い
わ
新
選
組　
　
　
　
　
　

１
６
８
票

日
本
改
革
党　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
票

自
由
民
主
党　
　
　
　
　
　
　

４
４
９
票

再
生
の
道　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
４
票

公
明
党　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

７
１
票

Ｎ
Ｈ
Ｋ
党　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

７
票

※
按
分
に
よ
る
端
数
は
切
り
捨
て
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伝達式の様子

中谷ツユ子さん藤岡義彦さん

荒川伸二さん

種から育てた花のプランターを寄贈

　

7
月
1
日
︑
第
75
回
﹁
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
﹂

内
閣
総
理
大
臣
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
伝
達
式
が
あ
り
︑
岩

国
保
護
区
保
護
司
会
の
村
田
会
長
ほ
か
3
名
が
伝
達

を
行
い
ま
し
た
︒

　

こ
の
運
動
は
︑
犯
罪
や
非
行
の
防
止
︑
罪
を
犯
し

た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
と
と
も

に
︑
犯
罪
や
非
行
の
な
い
安
心
・
安
全
な
地
域
社
会

を
築
く
た
め
に
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
︒

まちの話題

　

7
月
1
日
に
中
谷
ツ
ユ
子
さ
ん
︑
7
月

9
日
に
藤
岡
義
彦
さ
ん
︑
7
月
16
日
に
三

谷
ナ
ツ
エ
さ
ん
が
︑
そ
れ
ぞ
れ
満
90
歳
の

誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
︑
長
寿
の
お
祝
い
と

し
て
︑
町
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
呈

し
ま
し
た
︒

　

ま
す
ま
す
お
元
気
で
ご
活
躍
さ
れ
ま
す

よ
う
︑
お
祈
り
い
た
し
ま
す
︒

※
今
回
︑
三
谷
ナ
ツ
エ
さ
ん
は
お
名
前
の

み
の
掲
載
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
︒

厚
生
功
労
表
彰

﹁
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
﹂
伝
達
式

交
通
安
全
指
導
員
に
荒
川
さ
ん

人
権
の
花
を
わ
き
あ
い
あ
い
苑
に

寄
贈

　

7
月
9
日
︑
和
木
小
学
校
で
レ
ノ
フ
ァ

山
口
F
C
の
佐
藤
謙
介
ア
シ
ス
タ
ン
ト

コ
ー
チ
を
お
招
き
し
︑
5
年
生
の
児
童
を

対
象
に
新
体
力
テ
ス
ト
を
実
施
し
ま
し
た
︒

　

こ
の
事
業
は
︑
県
が
実
施
す
る
体
力
向

上
推
進
事
業
の
一
環
で
︑
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ

チ
ー
ム
の
リ
ソ
ー
ス
を
活
用
し
︑
学
校
や

保
護
者
︑
地
域
住
民
と
一
体
と
な
っ
た
取

り
組
み
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
︑
子
ど

も
の
体
力
向
上
や
運
動
習
慣
の
定
着
・
改

善
に
繋
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
︒

　

こ
の
日
は
︑
新
体
力
テ
ス
ト
の
項
目
で

あ
る
︑
反
復
横
跳
び
・
立
ち
幅
跳
び
の
測

定
補
助
︑実
技
指
導
及
び
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
を
実
施
し
ま
し
た
︒

　

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
︑昨
シ
ー

ズ
ン
ま
で
ミ
ッ
ド
フ
ィ
ル
ダ
ー
と
し
て
現

役
で
活
躍
し
て
い
た
佐
藤
コ
ー
チ
の
︑
攻

守
の
バ
ラ
ン
ス
を
担
う
重
要
な
ポ
ジ
シ
ョ

ン
で
鍛
え
た
瞬
発
力
に
︑
児
童
た
ち
は
感

嘆
の
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
︒

﹁
レ
ノ
フ
ァ
山
口
F
C
﹂

 

小
学
校
で
新
体
力
テ
ス
ト
応
援
事
業

　

7
月
8
日
︑
岩
国
地
区
人
権
擁
護
委

員
の
山
本
和
彦
さ
ん
︑
村
上
邦
明
さ
ん

が
︑
わ
き
あ
い
あ
い
苑
に
人
権
の
花
の

プ
ラ
ン
タ
ー
を
届
け
ま
し
た
︒

　

こ
の
花
は
︑
5
月
に
和
木
小
学
校
児

童
が
人
権
の
花
と
し
て
寄
贈
を
受
け
た

マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
や
サ
ル
ビ
ア
を
種
か

ら
育
て
た
も
の
で
︑
わ
き
あ
い
あ
い
苑

に
毎
年
寄
贈
し
て
い
ま
す
︒

　

小
学
生
の
皆
さ
ん
が
協
力
し
て
育
て

た
花
が
入
所
者
の
方
に
喜
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
咲
い
て
ほ
し
い
も
の
で
す
︒

　

7
月
1
日
付
け
で
︑
荒
川
伸
二
さ
ん
を
和

木
町
交
通
安
全
指
導
員
に
委
嘱
い
た
し
ま
し

た
︒
荒
川
さ
ん
は
︑
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
や
わ

き
あ
い
キ
ッ
ズ
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
子
ど
も

た
ち
の
見
守
り
活
動
を
さ
れ
る
と
と
も
に
︑

今
後
は
︑
交
通
安
全
指
導
員
と
し
て
︑
新
大

和
橋
通
り
線
中
道
交
差
点
︵
山
口
銀
行
付
近

の
交
差
点
︶
で
交
通
指
導
を
し
て
い
た
だ
き

ま
す
︒
ま
た
︑
今
年
度
退
任
さ
れ
た
増
井
幸

伸
さ
ん
は
︑
平
成
6
年
か
ら
30
年
以
上
に
渡

り
︑
早
朝
か
ら
の
街
頭
指
導
に
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
︒
長
年
の
活
動
に
対
し
︑
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
︒
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天の川にカササギを並べました

レイアウトから考え
制作しました

収穫したてのカブ

　

7
月
5
日
︑
こ
ど
も
園
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催
に

よ
る
﹁
な
つ
ま
つ
り
﹂
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
︒

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
︑
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
や
︑
中
学
生
︑
岩
国
短
期
大
学
の
学
生

の
皆
さ
ん
の
協
力
の
も
と
︑
親
子
で
地
域
の

方
々
と
の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
む
機
会
の
場
と

な
る
こ
と
を
目
的
と
し
︑
毎
年
実
施
し
て
い

ま
す
︒

　

子
ど
も
た
ち
は
︑
浴
衣
や
甚
平
を
身
に
ま

と
い
︑
う
ち
わ
作
り
や
お
え
か
き
︑
フ
ォ
ト

ブ
ー
ス
な
ど
の
体
験
や
︑
わ
な
げ
や
水
鉄
砲
︑

ダ
ン
ボ
ー
ル
迷
路
な
ど
で
遊
び
︑
最
後
に
園

庭
で
輪
に
な
り
︑
盆
踊
り
を
踊
り
交
流
を
深

め
ま
し
た
︒

こ
ど
も
園
で
な
つ
ま
つ
り

　
﹁
パ
パ
の
会
﹂
の
ご
協
力
の
も
と
︑
こ
ど
も

園
内
に
畑
が
で
き
ま
し
た
︒

　

園
児
た
ち
は
︑
保
護
者
の
方
に
野
菜
の
植
え

方
や
育
て
方
を
教
え
て
い
た
だ
き
︑
二
十
日
大

根
や
カ
ブ
︑
ベ
ビ
ー
リ
ー
フ
な
ど
︑
た
く
さ
ん

の
野
菜
を
育
て
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
︒
年
中

さ
ん
は
自
分
た
ち
で
育
て
た
野
菜
を
﹁
お
い
し

い
ね
！
﹂
と
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
︒

こども園に
野菜ばたけが
できました

　

7
月
7
日
︑
こ
ど
も
園
で
和
木
町
母
子

保
健
推
進
協
議
会
と
和
木
町
婦
人
会
の
皆

さ
ん
を
お
招
き
し
︑﹁
七
夕
ま
つ
り
﹂
を

開
催
し
ま
し
た
︒

　

園
内
は
手
作
り
の
天
の
川
や
︑
織
姫
さ

ま
と
彦
星
さ
ま
に
願
い
を
込
め
た
短
冊
な

ど
が
彩
り
よ
く
飾
り
付
け
ら
れ
て
い
ま
し

た
︒

　

園
児
た
ち
は
七
夕
に
ち
な
ん
だ
お
話
を

聞
き
︑
劇
を
観
賞
し
︑
歌
を
う
た
い
ゲ
ー

ム
を
す
る
な
ど
楽
し
み
ま
し
た
︒

こ
ど
も
園
七
夕
ま
つ
り

　

7
月
2
日
と
3
日
の
2
日
間
︑
和
木
中

学
校
2
年
生
の
生
徒
が
︑
町
内
等
で
﹁
職

場
体
験
学
習
﹂
を
実
施
し
ま
し
た
︒

　

こ
の
学
習
は
︑﹁
職
場
体
験
を
通
し
て
︑

職
業
や
勤
労
に
対
す
る
関
心
を
高
め
︑

人
々
と
触
れ
合
う
こ
と
で
︑
社
会
に
お
け

る
人
間
関
係
を
学
ぶ
﹂
こ
と
を
目
的
に
毎

年
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
︒

　

企
画
総
務
課
に
は
2
名
の
生
徒
が
訪

れ
︑
1
日
目
は
各
職
場
で
体
験
学
習
中
の

生
徒
を
取
材
し
︑
2
日
目
は
1
日
目
の
取

材
で
得
た
素
材
を
も
と
に
︑
模
擬
的
に
広

報
紙
を
作
成
し
︑
広
報
紙
が
で
き
る
ま
で

の
過
程
を
体
験
し
ま
し
た
︒

　

体
験
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
と
っ
て
︑
学
校

生
活
の
中
で
は
感
じ
る
こ
と
の
で
き
な
い

様
々
な
こ
と
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
と
思

い
ま
す
︒
ま
た
︑
将
来
の
進
路
を
考
え
る

上
で
参
考
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
︒
皆
さ
ん
の
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し

ま
す
︒

　

今
月
号
の
表
紙
は
生
徒
撮
影
に
よ
る

写
真
を
使
用
し
て
い
ま
す
︒
2
名
と
も

カ
メ
ラ
に
触
れ
る
の
は
初
め
て
で
し
た

が
︑
上
手
に
撮
影
で
き
ま
し
た
︒

職
場
体
験
学
習

まちの話題
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　６月１８日の午前１０時に、令和７年度第１回全国一斉の緊急地震速報
訓練が実施されました。本訓練は、Ｊアラート（全国瞬時警報システム）
により配信した緊急地震速報を各自治体が受信し、自動起動した防災行
政無線により音声情報として各地区住民に伝達する機能を確認するもの
です。　　
　当日は、防災行政無線、戸別受信機により町内一斉伝達され、役場庁
舎内の各執務現場、小・中学校、こども園の教育現場において、職員、生徒、
園児による一斉のシェイクアウト訓練が行われました。
　シェイクアウト訓練とは、地震動を予知又は知覚した場合に、地震動
や落下物等から身を守る行動として、「まず低く」「頭を守り」「動かない」
という動作を反射的に行えるように訓練するものです。
　小・中学校・こども園では、生徒、園児のかけがえのない命を守るため、
本訓練に積極的に参加していただきました。地域住民の皆様にも本動作
をご認識していただき、いざという時には「自分の身は、自分で守る」
という行動につなげていただければ幸いです。

全国一斉緊急地震速報訓練に連携したシェイクアウト訓練

和木中学校

都市建設課 企画総務課
シェイクアウトの基本

シェイクアウト訓練の状況

■ 熱中症を予防するために
・涼しい環境で過ごし、水分補給・塩分補給をしてください。
・高齢者、乳幼児等の熱中症にかかりやすい方の周りの方は、熱中症にかかりやすい
方が室内等のエアコン等により涼しい環境で過ごせているか確認してください。
・イベント主催者等は、全ての人が熱中症対策を徹底できているか確認し、徹底でき
ていない場合は、運動、外出、イベント等の中止、延期、変更（リモートワークへ
の変更を含む。）等を判断してください。

熱中症にご注意ください！

■ 環境省による熱中症警戒アラート配信サービス
　熱中症警戒アラートは、気温が高くなることにより、健康に被害を生じるおそれが
ある場合に発表されます。また、広域的に過去に例のない危険な暑さ等となり、人の
健康に係る重大な被害が生じるおそれがある場合は、熱中症特別警戒アラートが発
表されます。
　情報は、テレビなどで報道されますが、ＬＩＮＥやメールなどの配信サービスを登録
することで、早めに情報を得ることができます。登録方法の詳細につきましては、
下記二次元コードをお読み取りいただき、リンク先でご確認をお願いします。

ＰＣ、
スマートフォン用
二次元コード
（メール配信）

フィーチャーフォン用
二次元コード
（メール配信）

環境省ＬＩＮＥ
アカウント
二次元コード
（ＬＩＮＥ配信）
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平野啓一郎 著
朝宮夕 著
駒田隼也 著
上村裕香 著
田丸雅智 著
木地雅映子 著
日比野コレコ 著
寺地はるな 著
あさのあつこ 著
町田そのこ 著

広瀬克也著

いとうみく 作、モカ子 絵
最上一平 作、かつらこ 絵

片平直樹 作、高畠那生 絵

やましたこうへい 作・絵
野中柊 作、松本圭以子 絵

おおなり修司 文、丸山誠司 絵

廣嶋玲子 作、佐竹美保 絵
鈴木のりたけ 作・絵

山下明生 作、高畠純 絵

＜CD＞
☆ LOVE NEVER DIES ／ MISIA
☆ 航海士／ Tani Yuuki
☆ 永遠のアイドル、永遠の青春、松田聖子。
　 ～４５ｔｈ　Ａｎｎｉｖｅｒｓａｒｙ　
 　　究極オールタイムベスト～／松田聖子
☆ Ｍｅｍｏｒｙ　昭和流行り歌　レトロチャンネル
☆ Ｍｅｍｏｒｙ　昭和流行り歌　ノスタルジックサウンド

＜一般書＞
『文学は何の役に立つのか？』
『アフターブルー』
『鳥の夢の場合』
『ほくほくおいも党』
『もしも料理店』
『黒ばら先生と秘密のはらっぱ』
『たえまない光の足し算』
『リボンちゃん』
『夫婦じまい　えにし屋春秋』
『蛍たちの祈り』

＜児童書・絵本＞
『妖怪横丁捕物帖』　
『１ねん１くみの女王さま　ゴーゴー！がくげい会』

『麦ちゃんのめがね』
『カッパおんせん、あわあわあわ』

『きょうりゅうゆうえんち
　　　ダイノ・ロボでサファリたんけん』

『ルビと空飛ぶねこ』
『トドランド』
『うつし屋と大小屋　十年屋と魔法街の住人たち』

『ぼくのいえ』
『のこったスイカはだれのもの』

日 月 火 水 木 金 土

開館時間 平日▶９時３０分～１８時１５分（貸し出しは１８時まで）
土日▶９時３０分～１７時（貸し出しは１６時４５分まで）

■に白字は図書館休館日

1 2
5 63 4 87 9
12 1310 11 1514 16
19 2017 18 22 2321
2625 27 29 3028

８月の休館日 　利用者カードを持って図書館にお越し
ください。

問合せ▼
TEL ５４－０２２２
FAX ５４－０２７８

ホームページ▼
http://www.waki-toshokan.jp/

日時
　８月１６日（土）
　１０：３０～１１：００
場所
　おはなしの部屋

おはなし会サークル
　　　　　『ゆびとま』

☆８月のおはなし会☆

　図書館やこども園・小学校で、子ども向けにおはな
し会を開いています。新メンバーも活躍中です。
　ぜひ、ご一緒しましょう。お待ちしています（経験
は問いません）。
　お気軽に図書館受付、またはお電話でお問い合わせ
ください♪
問合せ先：図書館（☎５４－０２２２）

～子どもたちに読み聞かせをしてみませんか？～

●おはなし会サークル「このゆびとまれ（通称：ゆびとま）」
　メンバー募集中！！

24 31
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569

○「和木学園あいさつ運動」　
　　 ポスター・標語 作品募集
　「あいさつ日本一」めざして、今
年も募集します。詳しくは１６ペー
ジをご覧ください。

○和木町海外ホームステイ研修
７月２８日（月）～８月１２日（火）
　今年は、１２名（中学生１０名、
高校生２名）の生徒が参加します。

○放課後子ども教室「わきあいキッズ」
自然観察・海　８月　８日（金）
　　　予備日　　　２３日（土）
　今年も通津美が浦公園で実施しま
す。１５名の児童が参加する予定です。

○姉妹都市恵庭市教育親善使節団　
　　　　　　交流事業（和木町来訪）
　７月３０日（水）～８月１日（金）
　中学校長を団長とし、教育委員会
事務局１名、小学生２名、中学生２
名の計６名の使節団が来町されまし
た。

和木学園だより

☆ キャラバンメイトさんと
　 認知症サポーター養成講座
　６月２５日、和木中学校３年生を対象に「認知症サ
ポーター養成講座」を実施しました。生徒に対して、
認知症の正しい理解と認知症と思われる方への対応が
適切に行えるように実技も合わせて行いました。講師は、地域のキャラバンメイ
トさんや、岩国警察署和木駐在所の川野さんが務めてくださり、具体例を交えて
分かりやすい指導をいただきました。
　実技演習の場面では、中学生の優しく誠実な対応が印象的でした。

町ぐるみ「和木学園」講座  和木学農園
　今年度、４回目となる講座を７月１３日に実
施しました。今回は、会員さんから好評のエコ
な肥料「ぼかし肥づくり」を行いました。講師
の先生の説明後、暑い中、参加者で協力してぼ
かし肥を作りました。肥料ができあがって使用
するのが楽しみです。
　第５回の講座は８月１７日（日）です。新規
加入をご希望の方は教育委員会事務局までご連
絡ください。

　７月２日、和木駐在所警察官１名
と県から委嘱を受けた教育委員会職
員２名の計３名が、県青少年健全育
成条例に基づき、コンビニエンスス
トアの商品の陳列状況や青少年の店
内の利用状況等について確認するた
め、立ち入り調査を行いました。町
内の子どもたちの育成環境は、関係
各位のご理解とご支援により良好に
保たれています。今後ともご支援を
よろしくお願いいたします。

こどもまんなか
環境クリーンアップ活動

　来年１月に実施予定の「和木町二十歳のつどい」の実行委員を募集します。一生に
一度の二十歳の門出をお祝いする、楽しく感動的な「つどい」の企画をしませんか。
多くの応募をお待ちしています。

対　　象　平成１７年４月２日から、平成１８年４月１日までに生まれた方で、
和木町在住または和木小学校、和木中学校を卒業された方

仕事内容　二十歳のつどいの企画・運営、アトラクションの企画・運営
成人式日時　（予定） 令和８年１月１１日（日）

受付：１０時３０分～　式典：１１時～１１時３０分
アトラクション：１２時～１２時３０分

申込締め切り　令和７年９月２６日（金）
申・問　教育委員会事務局（☎５３－３１２３）

令和７年度「二十歳のつどい」実行委員募集！

和木短歌会出前授業
国語科「短歌教室」

　６月２６日、和木中学校の国語科の授業で短歌
教室が行われました。当日は、講師に和木短歌会
の皆さまを迎え、班に１名ずつ講師が付いてくだ
さり、生徒に細やかなアドバイスをしていただき
ました。
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〈場　　所〉  保健相談センター
〈相 談 員〉  助産師　　毛利　弘美　先生
〈申込方法〉  事前予約が必要です。
　　　　　　　（母子モでも予約可能です。）
　　　　　  保健相談センターまでご連絡ください。
　　　　　  （☎52-7290）

８月２１日（木）
①９時～　 ②１０時～　 ③１１時～
　　　　　　　　　　　　　　１時間程度

　夏本番、厳しい暑さの日々ですが、いかが
お過ごしでしょうか。
　こどもは大人に比べて、体に熱がこもりやすく
体温が上昇しやすくなります。
　しっかり水分や食事をとり、この夏を元気に乗
り越えましょう。

無料

～ こどもは大人より暑さに弱い ～
保健相談センターからひとこと

妊娠中のこと、産後のこと、子育て中の悩み・不安などな
んでもご相談ください。ご家族の方と一緒に相談すること
も可能です。

● 地域子育て支援センター

子育て支援事業

日時　毎週火・金曜日
　　　９時３０分～１２時
　　※行事等で開催しない日も
　　　あります。ご確認ください。
場所・問　地域子育て支援センター
　　　　　和木こども園　（☎52－27 0 7）

　親子のコミュニケーションのための場所を提供
しています。いずれも事前の申込みは不要です。
詳細は、開催場所にお問合せください。

母子手帳アプリ「母子モ」
　親子イベントや相談も「母
子モ」から予約できます！

町からの子育てに役立つ情報もお届け
しますので、ぜひアプリを登録いただ
き、ご活用ください。登録はこちらの
二次元コードからできます。

すくすく計測相談会
　未就園児の身体計測を行っています。保健師、
栄養士による個別相談もできます。お気軽にご利
用ください。
日時 　●８月６日（水）
　　　　１０時～１１時３０分受付

　　　 ●９月１０日（水）
　　　　１０時～１１時３０分受付
対象　新生児、乳児、幼児
内容　身長、体重測定、その他保健、
　　　栄養、母乳相談
場所・問　保健相談センター
   　　　　（☎５２－７２９０）
　　　　　※事前の申込みは不要です。

８月  ６日（水）
８月２１日（木）
８月２２日（金）
８月２６日（火）
９月１０日（水）

すくすく計測相談会
妊産婦サロン
健康プログラム
面接相談
すくすく計測相談会

すくすくカレンダーすくすくカレンダーすくすくカレンダーすくすくカレンダー

※詳細は下記をご覧ください。

子育て
掲示板

保健相談センター内（☎５２－７２９０）

和木町こども家庭センター和木町こども家庭センター

すくすくすくすくすくすくすくすく

こども家庭センターは、妊産婦・子育て世帯・子ども
が気軽に利用できる身近な相談機関です。
「どこに相談したらよいか分からない」、といったこと
も、お気軽にご相談ください。

【救急相談センター広島広域都市圏】
　電話番号　＃７１１９（プッシュ回線の固定電話から）
　　　　　　０８２－２４６－２０００
　　　　　　　　　  （つながらない場合や 携帯電話 から）
　相談時間　２４時間３６５日

【山口県小児救急医療電話相談】
　電話番号　＃８０００（プッシュ回線の固定電話から）
　　　　　　０８３－９２１－２７５５
　　　　　　　　　（つながらない場合や 携帯電話 から）
　相談時間　午後７時～翌朝８時
　相 談 料　無料（通話料はかかります）

急な 病気 けがや で
救急車を呼ぶか病院に行くか迷ったら…
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からだ応援ページ

対象　町内在住の方（年齢・家族構成は問いません。）
　日時　８月２６日（火）　
　　　上記の日程の  ①１４時～  ②１５時～
　　　　　　　　　　　　　　　　　１時間程度
　場所　保健相談センター
　相談員　臨床心理士・公認心理師　玉田　和子　先生
　申込方法　保健相談センター   （☎５２－７２９０）
　　　　　※事前に申込みが必要です。

「面接相談」のご案内
　臨床公認心理師による面接相談を、毎月１回実施してい
ます。お気軽にご利用ください。

無料

ご家族の
悩み

ご自身の
悩み

□パートナーの心身の不調について□子どもの発育や発達が気になる□いじめ・不登校・ひきこもりについて　等

□なんとなく
体調がすぐれ

ない

□気分が落ち
込む

□不眠やイラ
イラが続く　

等

今日から始める

健康プログラム健康プログラム
「健康維持のために、何か始めたい…。」そんな気持ちを応援する
プログラムです。気軽に取り組める内容です。

内 容

●講演

●運動実習

筋肉維持 !　キレイな体は食次第 !

カラダにおいしい
食事のとり方
管理栄養士　東　祐子 先生

対 象 和木町在住の方 20名

会 場 総合コミュニティセンター
１階 集会室

申 込 開催3日前までに、保健相談センター
 （☎52-7290）へご連絡ください。

★準備していただくもの★
　運動できる服装・シューズ・タオル・水分補給用のお茶等

保健相談センター

夏

日 時 8月22日●
13時30分～15時
金

夏バテ対策、
お伝えします !

和木町健診・がん検診の結果を
８月上旬にお送りします！

　８月８日（金）までに結果が届かない場合や、結果
等についてご相談がありましたら、保健相談センター
までお問合わせください。

　今回の健診・がん検診で、要精密
検査という結果が出た場合は、必ず
精密検査を受けましょう。

問　保健相談センター（☎52－72 9 0）

暮らしとこころの合同相談会暮らしとこころの合同相談会
　無料法律相談を始め、経済的なお困りごとや子育
て・就労・消費者問題などワンストップで対応でき
るよう、無料個別相談会を行います。
　日時　９月１０日（水）１２時３０分～１７時
　　　※完全予約制
　場所　岩国総合庁舎2階共用第1・2会議室
　　　（岩国市三笠町1丁目1-1）
　申込　電話または申込みフォームから
　　　締め切りは９月５日（金）
　申・問　岩国健康福祉センター
　　　 （☎ ２９−１５２５）

いずれも無料でご利用いただけます。予約電話番号までご連絡ください。

骨髄バンク登録

肝炎検査

エイズ検査

ストレス相談
ひきこもり家族の会

☎ 29－1523

☎ 29－1519

☎ 29－1525

  9：00～11：00

10：00～11：00

13：00～16：00

13：30～15：30
13：30～15：30

【夜間】17 : 00～18 : 30 

８月１２日（火）※第２火曜日
８月２６日（火）※第４火曜日
医療機関で診療時間内に受ける方法もあります。
８月１２日（火）・２６日（火）※第２・４火曜日
８月１２日（火）
８月２０日（水）※第３水曜日
８月２７日（水）※第４水曜日

内　　　容 実　　施　　日 時　　　間 予約電話番号

岩国健康福祉センター（保健所）の相談会・検査等予定（住所：岩国市三笠町 1-1-1）
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令
和
7
年
10
月
か
ら
、
こ
ど
も
の
医
療
費

助
成
制
度
に
大
学
生
等
を
追
加
し
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
口
座
振
替
が

お
す
す
め
で
す
！

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
方
へ

限
度
額
適
用
認
定
証
及
び
限
度
額

適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

の
交
付
に
つ
い
て

和
木
町
心
身
障
害
者
扶
助
料

和
木
町
児
童
福
祉
年
金

　

こ
れ
ま
で
の
こ
ど
も
の
医
療
費
助
成
制
度

は
、
高
校
3
年
生
ま
で
が
対
象
で
し
た
が
、

令
和
7
年
10
月
か
ら
は
22
歳
ま
で
の
大
学
生

等
も
対
象
に
な
り
ま
す
（
助
成
を
受
け
る
に

は
申
請
が
必
要
で
す
）。

対
象
者

 

次
の
4
つ
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方
が

対
象
と
な
り
ま
す
。

①
年
齢
に
つ
い
て

19
歳
に
な
る
年
度
の
4
月
1
日
か
ら
22
歳

に
な
る
年
度
の
3
月
31
日
ま
で

②
資
格
に
つ
い
て

大
学
、
短
期
大
学
、
高
等
専
門
学
校
や
予

備
校
な
ど
（
学
校
教
育
法
に
基
づ
い
て
認

可
設
置
さ
れ
た
学
校
）
に
在
学
し
て
い
る

③
住
所
に
つ
い
て

和
木
町
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
自
宅
が
あ

る
和
木
町
か
ら
通
学
し
て
い
る
（
町
外
に

在
住
の
一
人
暮
ら
し
等
は
対
象
外
と
な
り

ま
す
）

④
扶
養
に
つ
い
て

健
康
保
険
が
保
護
者
の
扶
養
に
な
っ
て
い

る
こ
と

申
請
方
法

 

申
請
書
が
届
き
次
第
、
次
の
書
類
を
そ
ろ

え
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
後
日
、
受
給
者

証
を
送
付
し
ま
す
。

〇
申
請
書

〇
学
生
証
ま
た
は
在
学
証
明
書
（
コ
ピ
ー
）

〇
受
給
者
の
社
会
保
険
各
法
に
基
づ
く
被
保

険
者
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書
類
等
（
マ

イ
ナ
保
険
証
、
資
格
確
認
書
な
ど
）

〇
被
保
険
者
名
義
の
口
座
番
号
が
分
か
る
も

の

〇
受
給
者
及
び
保
護
者
の
個
人
番
号
（
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
）
が
分
か
る
も
の

※
マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
参
さ
れ
る
場
合
は
4

桁
の
暗
証
番
号
が
必
要
で
す
。

助
成
内
容

　

令
和
7
年
10
月
1
日
以
降
の
保
険
診
療
の

自
己
負
担
部
分
を
和
木
町
が
助
成
し
ま
す
。

※
保
険
適
用
外
の
も
の
（
入
院
時
の
食
事
代
、

薬
の
容
器
代
等
）
は
対
象
外
で
す
。

　

ご
不
明
な
点
等
あ
り
ま
し
た
ら
、
保
健
福

祉
課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問　

保
健
福
祉
課
（
☎
52
ー
2
1
9
5
）

　

入
院
等
で
高
額
な
医
療
費
の
支
払
い
が
見

込
ま
れ
る
場
合
、
事
前
に
申
請
を
い
た
だ
く

こ
と
で
、
年
齢
及
び
世
帯
区
分
に
応
じ
、
限

度
額
適
用
認
定
証
又
は
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
を
交
付
し
て
お
り
ま
す
。

　

令
和
6
年
12
月
2
日
以
降
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
健
康
保
険
証
利
用
（
マ
イ
ナ

保
険
証
）
を
基
本
と
す
る
し
く
み
へ
の
移
行

に
伴
い
、
次
の
方
に
の
み
各
種
認
定
証
を
交

付
す
る
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

各
種
認
定
証
の
交
付
を
受
け
ら
れ
る
方

〇
マ
イ
ナ
保
険
証
を
保
有
し
て
い
な
い
方

〇
マ
イ
ナ
保
険
証
を
保
有
し
て
お
り
、
申
請

を
し
て
資
格
確
認
書
の
交
付
を
受
け
て
い

る
方

　

右
記
以
外
の
方
は
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を
利

用
す
れ
ば
、
事
前
の
手
続
き
な
く
、
高
額
療

養
費
制
度
に
お
け
る
限
度
額
を
超
え
る
支
払

い
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

問　

保
健
福
祉
課
（
☎
52
ー
2
1
9
5
）

　

国
民
年
金
保
険
料
を
口
座
振
替
で
納
め
る

と
手
間
が
か
か
ら
ず
、
納
め
忘
れ
を
防
ぐ
こ

と
も
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
前
払
い
（
前
納
）
す
る
と
、
割
引

が
適
用
さ
れ
る
の
で
お
得
で
す
。
口
座
振
替

に
よ
る
前
納
は
、
現
金
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
納
付
に
よ
る
前
納
よ
り
も
割
引
額
が
多
く

な
り
ま
す
。
2
年
前
納
に
よ
り
最
大
1
7
，

0
1
0
円
の
割
引
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

当
月
分
の
保
険
料
を
当
月
末
に
口
座
振
替

で
納
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、
月
々
60
円
割
引

さ
れ
る
「
早
割
」
の
受
付
も
随
時
行
っ
て
い

ま
す
。

　

口
座
振
替
を
ご
希
望
の
方
は
、
年
金
事
務

所
窓
口
ま
た
は
日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
あ
る
「
口
座
振
替
納
付
申
出
書
」

に
必
要
事
項
（
基
礎
年
金
番
号
や
口
座
振
替

を
行
う
口
座
等
）
を
記
入
、
金
融
機
関
届
出

印
を
押
印
の
う
え
、
年
金
事
務
所
や
口
座
振

替
を
行
う
口
座
の
あ
る
金
融
機
関
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

問　

岩
国
年
金
事
務
所
（
☎
24
ー
2
2
2
2
）

　
　

※
自
動
音
声

　
　

保
健
福
祉
課
（
☎
52
ー
2
1
9
5
）

　

在
宅
の
障
が
い
者
に
対
し
、
扶
助
料
を
支

給
す
る
こ
と
に
よ
り
、
福
祉
の
増
進
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
制
度
で
す
。

対
象
者　

和
木
町
に
引
き
続
き
3
年
以
上
居

住
し
て
い
る
20
歳
以
上
の
在
宅
の
方
で
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

○
身
体
障
害
者
手
帳
1
級
及
び
2
級
の
方

○
療
育
手
帳
を
お
持
ち
の
方

○
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
1
級
及
び
2

　

級
の
方

○
国
民
年
金
法
施
行
令
別
表
に
規
定
す
る
精

神
障
害
を
有
す
る
方

申
請
に
必
要
な
も
の　

申
請
書
、
各
種
手
帳

（
身
体
・
療
育
・
精
神
）、
振
込
先
口
座
番
号

の
分
か
る
も
の

支
給
額　

年
額
16
万
円
（
公
的
年
金
受
給
者

は
半
額
の
8
万
円
）

支
給
月　

原
則
、
4
月
、
10
月
の
2
回
に
分

け
て
の
支
給
と
な
り
ま
す
。

※
該
当
者
に
は
毎
年
2
月
、
8
月
に
通
知
を

お
送
り
し
ま
す
が
、
通
知
が
届
か
な
く
て

も
該
当
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
方
は
保
健

福
祉
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問　

保
健
福
祉
課
（
☎
52
ー
2
1
9
5
）

　

心
身
に
障
が
い
の
あ
る
児
童
を
監
護
す
る

保
護
者
に
対
し
、
年
金
を
支
給
す
る
こ
と
に

よ
り
、
児
童
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
制
度
で
す
。

対
象
者　

20
歳
未
満
の
在
宅
で
生
活
す
る
方

で
、
身
体
障
害
者
手
帳
（
1
級
〜
3
級
）
及

び
療
育
手
帳
を
お
持
ち
の
方
の
保
護
者

申
請
に
必
要
な
も
の　

申
請
書
、
各
種
手
帳

（
身
体
・
療
育
）、
振
込
先
口
座
番
号
の
分
か

る
も
の

支
給
額　

年
額
7
万
円
ま
た
は
8
万
円
（
障

が
い
の
程
度
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。）

　

両
親
が
い
な
い
場
合
は
右
記
年
額
の
3

倍
、
両
親
の
う
ち
ど
ち
ら
か
の
一
方
が
い
な

い
場
合
は
2
倍
の
額
と
な
り
ま
す
。

支
給
月　

原
則
、
4
月
、
10
月
の
2
回
に
分

け
て
の
支
給
と
な
り
ま
す
。

※
該
当
者
に
は
毎
年
2
月
、
8
月
に
通
知
を

お
送
り
し
ま
す
が
、
通
知
が
届
か
な
く
て

も
該
当
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
方
は
保
健

福
祉
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問　

保
健
福
祉
課
（
☎
52
ー
2
1
9
5
）
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お問い合わせ　 保健福祉課　（☎５２－２１９５）

対象者には８月上旬から順次、「確認書」または「支給のお知らせ」を送付します。

＜令和７年度定額減税補足給付金（不足額給付）＞
　令和６年度に実施した、定額減税しきれないと見込まれる方への給付の支給額と
本来の給付額に不足が生じた方へ給付金を支給します。

支給額
【不足額給付Ⅰ】
　「本来給付すべき所要額」と
　「当初調整給付額」との差額
　※１万円単位に切り上げた金額

【不足額給付Ⅱ】
　原則４万円

申請方法
１．「支給のお知らせ」が届いた方 ➡ 原則、手続きは不要です。
　（マイナンバーの公金受取口座を登録されている対象者及び過去に実施した給付金の口座登録がある方
にお送りしております。）給付金は登録されている公金受取口座に振り込みます。振込口座の変更や給付
金を受け取られない方等につきましては、振込日の１４日前までに所定の届出書の提出が必要です。

対象者
【不足額給付Ⅰ】
　確定した令和６年分所得税額等を用いて算定した「定額減税しきれなかった額」と「当初調整給付額」
に差額が生じた方

【不足額給付Ⅱ】
　以下（１）～（３）のすべての要件を満たす方
（１）令和６年分所得税額及び令和６年度分個人住民税所得割額ともに０円の方
（２）税法上、誰の扶養にも入れない方（青色事業専従者・事業専従者（白色）、合計所得金額が４８万円
　　 を超える方）
（３）令和５・６年度の低所得世帯向け給付（７万円・１０万円）の対象世帯でなかった方

２．「確認書」が届いた方 ➡ 手続きが必要です。
　「支給のお知らせ」の対象者以外には、確認書を送付します。支給を希望される方は確認書に必要事項
を記載の上、同封の返信用封筒にて申請期限までに返送ください。

その他

・不足額給付Ⅰ・Ⅱの対象者のうち、令和６年１月２日以降に和木町に転入された方
・不足額給付Ⅱの対象者のうち、町外にお住いの事業主の専従者となっている方
・住宅ローン控除を受けており、源泉徴収票の控除外額に記載がある方
※申請書は、和木町ホームページからダウンロードできます。また、和木町役場でも配布いたします。
※申請に必要な書類等は、和木町ホームページをご確認ください。
※申請後、支給要件に該当することが確認できた場合には４週間程度で振り込みます。

支給方法
●「支給のお知らせ」が届いた方 →
●「確認書」が届いた方　　　　 →

支給のお知らせに記載の口座に振り込みます。（９月下旬）
町へ書類を提出し受付後、おおむね 4週間後に指定の口座に
振り込みます。

申請期限　令和７年８月２２日（金）必着

「支給のお知らせ」や「確認書」が届かない方で、以下に該当する方は 申請が必要 です。
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あしゆび体操

あいうべ体操

あるこう運動

（足指体操）

（口腔体操）

（散歩の推奨）

足指をしっかり広げて、身体
の土台を整えましょう
口呼吸を鼻呼吸に変えて、免
疫力アップ
　体力・筋力をつけましょう

「３つのあ」プロジェクト推進事業

　「やまぐち健幸アプリ」は、山口県公式ウォーキング
アプリです。
　「健康に興味がある」「歩くきっかけがほしい」「散歩
に最適なコースが知りたい」方におすすめです。歩数や
歩いた距離などを測定、いろいろなランキング表示で競
い合いながら続けられます。また、歩く距離に応じてポ
イントがたまり、毎日のウォーキングがさらに楽しくな
ります！
●詳しくはこちらを
　ご確認ください。

やまぐち健幸アプリ配信中

　やまぐち健幸アプリのランキング機能を活用して、
１０月に計測された市町ごとの平均歩数を競争したイベ
ントです。
　昨年は、和木町は１位でした。
　今年も、みんなで「あるこう運動」を意識して、１位
を目指しましょう！
問　地域包括支援センター（☎５２－２１９６）

やまぐち健康チャレンジ月間（１０月）

そんなお悩みを解決！

ご不明な点はお気軽に

0827-21-3281

検索

インターネットに接続できる環境が必要です。スマートフォンからも利用できます。

～求職者マイページを通じ求人者からの直接リクエストが可能～

･ ･
時～

自宅のスマートフォン等から簡単アクセス！
自分のペースで相談可能！
一人で悩まず手軽に相談！
まずはつながる一歩を…

乳幼児がいて
落ち着いて
相談できない

ハローワークが
遠方にあり、
行く時間や
お金がかかる

やまぐち健幸アプリ
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町
民
相
談

弁
護
士
無
料
法
律
相
談

消
費
生
活
相
談

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

相
続
、
遺
言
の
こ
と
に
お
こ
た
え
し
ま
す

無
料
法
律
相
談

行
政
相
談

全
国
一
斉
『
こ
ど
も
の

人
権
相
談
』
強
化
週
間

労
働
問
題
で
お
困
り
の
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

労
働
ほ
っ
と
ラ
イ
ン
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

子
ど
も
食
堂
「
わ
き
っ
ち
ん
」

お
い
し
い
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
食
べ
て
、

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
つ
く
り
、
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か

　

県
で
は
、
労
働
問
題
に
精
通
し
た
専
門
の

相
談
員
が
電
話
で
相
談
に
応
じ
る
労
働
ほ
っ

と
ラ
イ
ン
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

賃
金
、
労
働
時
間
、
退
職
、
解
雇
、
セ
ク

ハ
ラ
、
パ
ワ
ハ
ラ
等
、
各
種
の
労
働
相
談
を

電
話
に
よ
り
承
り
ま
す
。

電
話
番
号　

0
8
3
ー
9
3
3
ー
3
2
3
2

相
談
員　

社
会
保
険
労
務
士

相
談
料　

無
料
（
通
信
料
は
発
生
し
ま
す
）

相
談
日　

月
〜
金
曜
日　

9
時
〜
18
時
（
た

だ
し
、
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

問　

山
口
県
労
働
政
策
課
労
働
福
祉
班

（
☎
0
8
3
ー
9
3
3
ー
3
2
1
0
）

　
日
時　

8
月
23
日
㈯

　
　
　

受
付
11
時
30
分
〜
12
時

場
所　

安
禅
寺
（
和
木
1
丁
目
6
番
18
号
）

参
加
費　

こ
ど
も
：
無
料

　
　
　
　

保
護
者
：
3
0
0
円

申
込
方
法　

先
着
15
名

※
当
日
の
受
付
も
可
能
で
す
が
、
準
備
の
た

め
、
20
日
㈬
ま
で
に
事
前
申
し
込
み
を
お

願
い
し
ま
す
。

問　
「
わ
き
っ
ち
ん
」
事
務
局

（
☎
0
9
0
ー
7
1
3
6
ー
8
9
5
7
）

　

山
口
地
方
法
務
局
及
び
山
口
県
人
権
擁
護

委
員
連
合
会
で
は
、
学
校
に
お
け
る
「
い
じ

め
」
や
家
庭
内
で
の
児
童
虐
待
な
ど
の
悩
み

に
つ
い
て
「
こ
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」
及

び
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
じ
ん
け
ん
相
談
」
で
の
相
談

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
相
談
活
動
の
強
化
を
目
的
と
し

て
、
以
下
の
と
お
り
、「
全
国
一
斉
『
こ
ど

も
の
人
権
相
談
』
強
化
週
間
」
を
実
施
し
ま

す
。
な
お
、
こ
ど
も
だ
け
で
な
く
、
大
人
の

方
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

実
施
期
間　

8
月
27
日
㈬
〜
9
月
2
日
㈫

受
付
時
間

〇
強
化
週
間
中
の
平
日
は
、
8
時
30
分
〜
19

ま
で

〇
強
化
週
間
中
の
土
曜
日
及
び
日
曜
日
は
、

10
時
か
ら
17
時
ま
で

相
談
方
法

〇
こ
ど
も
の
人
権
1
1
0
番

　

全
国
共
通
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル（
通
話
無
料
）

　
　
0
1
2
0
ー
0
0
7
ー
1
1
0

※
一
部
の
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
接
続
で
き
ま
せ

ん
。

〇
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
じ
ん
け
ん
相
談

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
人
権
相
談

　
（
＠snsjinkensoudan

）
を
友
だ
ち
追
加

各
種
お
知
ら
せ

　

身
近
な
相
談
、
お
困
り
ご
と
に
つ
い
て
、

町
民
相
談
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

日
時　

毎
週
火
・
金
曜
日　

9
時
〜
16
時

場
・
問　

町
民
相
談
室
（
和
木
町
社
会
福
祉

協
議
会
内
）（
☎
52
ー
1
6
1
6
）

日
時　

8
月
22
日
㈮　

10
時
〜
12
時

場
所　

町
民
相
談
室

（
和
木
町
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

弁
護
士　

林
弁
護
士

お
願
い　

相
談
、
質
問
内
容
な
ど
を
整
理
し

て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

〇
当
日
は
資
料
等
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

〇
無
料
法
律
相
談
は
年
2
回
開
催
し
ま
す
。

※
ご
相
談
は
事
前
の
ご
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
・
問　

和
木
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
52
ー
8
6
4
4
）

主
催　

あ
ん
し
ん
相
続
せ
と
う
ち

　
　
　

行
政
書
士
よ
う
か
い
事
務
所

　
　
　

竹
村
行
政
書
士
事
務
所

　
　
　

し
げ
く
に
行
政
書
士
事
務
所

日
時　

8
月
20
日
㈬　

9
時
〜
12
時

場
所　

総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

1
階
集
会
室

※
ご
予
約
は
不
要
で
す
。
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

※
行
政
書
士
に
は
秘
密
を
守
る
義
務
が
あ
り

ま
す
。
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問　

用
皆
光
康
行
政
書
士

（
☎
0
8
2
9
ー
56
ー
5
5
9
9
）

　

行
政
相
談
委
員
は
、
行
政
に
対
す
る
苦
情

や
意
見
、
要
望
を
広
く
住
民
の
方
か
ら
お
聞

き
す
る
「
行
政
相
談
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　

8
月
15
日
㈮　

10
時
〜
12
時

場
・
問　

町
民
相
談
室（
和
木
町
社
会
福
祉

協
議
会
内
）（
☎
52
ー
1
6
1
6
）

　

消
費
生
活
に
お
困
り
の
方
は
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　

8
月
5
日
、
19
日
、
26
日

　
　
　

9
時
〜
17
時

※
毎
週
火
曜
日
に
行
っ
て
い
ま
す
。

（
12
日
は
お
休
み
で
す
）

場
所　

役
場
議
会
棟
1
階
相
談
室

相
談
員　

轟　

眞
由
美
さ
ん

（
和
木
町
消
費
生
活
相
談
員
）

問　

役
場
議
会
棟
相
談
室（

☎
35
ー
5
3
1
0
）

主
催　

弁
護
士
法
人
あ
さ
か
ぜ
法
律
事
務
所

日
時　

8
月
28
日
㈭　

10
時
〜
13
時

場
所　

総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

1
階
健
康
相
談
室

問　

弁
護
士
法
人
あ
さ
か
ぜ
法
律
事
務
所

　
　

岩
国
市
役
所
前
事
務
所

（
☎
22
ー
7
7
7
7
）

※
ご
相
談
は
事
前
の
ご
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

ぜ
ろ
ぜ
ろ
な
な
の
ひ
ゃ
く
と
お
ば
ん
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敬
老
会
の
お
知
ら
せ

「
杭
の
日
」
無
料
相
談
会

令
和
７
年
度
山
口
県
自
主
防
災
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
養
成
研
修
の
受
講
募
集

司
法
書
士
に
よ
る

｢

成
年
後
見
無
料
相
談
会
」

雇
用
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
に

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か

通
話
録
音
装
置
を
お
貸
し

し
ま
す

　

本
研
修
は
、
自
主
防
災
組
織
の
活
動
促
進

に
貢
献
す
る
意
志
の
あ
る
方
を
町
が
推
薦
し
、

県
が
行
う
防
災
士
養
成
講
座
認
定
研
修
に
参

加
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　

本
研
修
に
よ
り
防
災
士
の
資
格
を
取
得
さ

れ
た
方
は
、
和
木
町
自
主
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

と
し
て
登
録
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

研
修
の
修
了
者
に
は
防
災
士
資
格
取
得
試

験
（
研
修
の
最
終
日
）
の
受
験
資
格
が
与
え

ら
れ
ま
す
。
な
お
、
防
災
士
資
格
取
得
の
条

件
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〇
3
日
間
の
研
修
を
履
修
し
た
上
で
、
所
定

の
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
す
る
こ
と
。

〇
研
修
3
日
目
の
最
後
に
行
わ
れ
る
試
験
に

合
格
す
る
こ
と
。

〇
救
急
救
命
講
習
を
受
講
し
、
修
了
証
、
受

講
証
等
を
取
得
す
る
こ
と
。

※
修
了
証
は
、
防
災
士
認
証
登
録
申
請
時
に

お
い
て
、
5
年
以
内
に
発
行
さ
れ
た
修
了

証
で
あ
っ
て
、
発
行
団
体
が
定
め
た
有
効

期
限
内
の
も
の
の
み
を
有
効
と
す
る
。

※
修
了
証
を
未
取
得
の
方
は
、
企
画
総
務
課

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日
程　

1
日
目　

10
月
18
日
㈯

　
　
　

2
日
目　

10
月
19
日
㈰

　
　
　

3
日
目　

11
月
2
日
㈰

場
所　

Y
M
fg

維
新
セ
ミ
ナ
ー
パ
ー
ク
中
研
修

室
・
大
研
究
室
（
山
口
市
秋
穂
二
島
1
0
6
2
）

※
3
日
間
の
全
日
程
に
参
加
が
必
要
で
す
。

費
用　

防
災
士
教
本
、
防
災
士
受
験
料
、
防

災
士
認
証
登
録
料
、
交
通
費
（
実
費
相
当
分
）

は
和
木
町
が
助
成
し
ま
す
。

申
込
期
限　

8
月
27
日
㈬

申
・
問　

企
画
総
務
課
（
☎
52
ー
2
1
3
6
）

　

本
年
も
73
歳
以
上
の
方
を
お
招
き
し
て
「
敬

老
会
」
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
招
待
者
の
方

に
は
、
町
内
配
布
で
ご
案
内
を
お
送
り
し
ま

す
（
配
布
方
法
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
）。

日
時　

9
月
13
日
㈯

　
　
　

9
時
30
分
〜
11
時
15
分

（
受
付
は
8
時
45
分
〜
10
時
30
分
）

場
所　

文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン　

南
一
誠
さ
ん
歌
謡
シ
ョ
ー

※
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
（
10
時
開
演
予
定
）
は

一
般
の
方
も
ご
入
場
い
た
だ
け
ま
す
。

主
催　

和
木
町
敬
老
会
実
行
委
員
会
（
社
会

福
祉
協
議
会
、
自
治
会
連
合
会
、
民
生
委
員

児
童
委
員
協
議
会
、
婦
人
会
）

注
意
事
項

※
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
送
迎
バ
ス
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
自
転
車
は
、
中
学
校

体
育
館
前
（
プ
ー
ル
横
）
の
駐
輪
場
に
停

め
て
く
だ
さ
い
。

※
受
付
け
で
案
内
状
を
入
れ
た
封
筒
と
引
き

換
え
に
「
記
念
品
」
を
お
渡
し
い
た
し
ま

す
の
で
、
封
筒
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

出
席
で
き
な
い
方
へ

　

9
月
16
日
㈫
以
降
の
役
場
開
庁
時
に
保
健

福
祉
課
で
封
筒
と
引
き
換
え
に
「
記
念
品
」

を
お
渡
し
い
た
し
ま
す
。
代
理
の
方
が
「
記

念
品
」
を
取
り
に
来
ら
れ
る
場
合
も
、
必
ず

封
筒
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。（
引
き
渡
し
期

間
は
、
9
月
30
日
㈫
ま
で
）

問
　
保
健
福
祉
課
（
☎
52
ー
2
1
9
5
）

　

高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方
の
金
銭
ト
ラ

ブ
ル
な
ど
、
成
年
後
見
に
関
す
る
相
談
を
お

受
け
し
ま
す
。

対
象

〇
認
知
症
や
知
的
障
害
・
精
神
障
害
等
に
よ

り
判
断
能
力
が
不
十
分
な
方

〇
将
来
の
判
断
能
力
に
不
安
を
お
持
ち
の
方

な
ど

相
談
期
間　

9
月
1
日
㈪
〜
30
日
㈫

（
原
則
平
日
・
要
予
約
）

相
談
形
態

　

家
庭
裁
判
所
提
出
名
簿
登
載
司
法
書
士
で

あ
る
相
談
員
が
、
訪
問
し
、
相
談
を
受
け
ま

す
。（
日
時
調
整
）

予
約
期
間　

8
月
25
日
㈪
〜
9
月
24
日
㈬

（
平
日
受
付
）

予
約
方
法

　

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
相
談
概
要
・

希
望
す
る
場
所
等
を
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
郵
送

す
る
こ
と
に
よ
り
予
約
受
付
。

申
・
問 （
公
社
）
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
・
リ
ー

ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
山
口
相
談
予
約
係

（
☎
0
8
3
ー
9
2
4
ー
5
2
2
0
）

　
「
仕
事
が
う
ま
く
い
か
な
い
」「
就
職
活
動

に
不
安
が
あ
る
」「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
苦
手
」
な
ど
仕
事
の
相
談
を
雇
用
ト
ー
タ

ル
サ
ポ
ー
ト
が
お
受
け
し
ま
す
。

　

相
談
を
希
望
の
方
は
、
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
に
事
前
に
連
絡
の
う
え
、
予
約
を
お

願
い
し
ま
す
。

問　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
岩
国（
☎
21
ー
3
2
8
1
）

　

山
口
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
で
は
9
月
1

日
を
「
杭
の
日
」
と
し
、
表
示
登
記
に
関
す

る
無
料
相
談
会
を
行
い
ま
す
。
事
前
の
予
約

は
不
要
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

日
時　

9
月
1
日
㈪　

10
時
〜
15
時

場
所　

山
口
地
方
法
務
局
周
南
支
局

（
周
南
市
周
陽
2
丁
目
8
ー
33
）

相
談
内
容

　

土
地
の
分
筆
・
合
筆
、
地
目
変
更
、
面
積

等
の
修
正
、
境
界
に
つ
い
て
、
新
築
・
増
築
、

取
り
壊
し
・
分
筆
・
区
分
な
ど
。

相
談
員　

山
口
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
会
員

問　

山
口
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

（
☎
0
8
3
ー
9
2
2
ー
5
9
7
5
）

貸
出
事
業
の
対
象
者

　

町
内
に
住
所
を
有
す
る
65
歳
以
上
の
方

で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

○
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方

○
高
齢
者
の
み
で
構
成
さ
れ
る
世
帯
の
方

○
日
中
に
、
住
居
に
高
齢
者
の
み
と
な
る
こ

と
が
常
態
で
あ
る
世
帯
の
方

利
用
の
申
請

　
「
通
話
録
音
装
置
利
用
申
請
書
」
を
企
画

総
務
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

貸
出
数
　
1
世
帯
1
台

貸
出
期
間
　
貸
出
し
の
日
か
ら
１
年

問　

企
画
総
務
課
（
☎
52
ー
2
1
3
6
）
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山
口
県
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
募
集

山
口
県
立
大
学　
令
和
７
年
度

後
期
公
開
授
業
の
受
講
生
募
集

シ
ル
バ
ー
会
員
募
集

〜
お
仕
事
も
承
っ
て
い
ま
す
〜

理
系
大
学
院
生
・
薬
学
部
生
対
象
の

奨
学
金
返
還
支
援
制
度
の
対
象
者
募
集

　

統
計
知
識
の
普
及
と
統
計
の
表
現
技
術

の
研
さ
ん
に
資
す
る
た
め
、
山
口
県
内
に

在
住
・
在
学
・
在
勤
の
小
学
生
、
中
学
生
、

高
校
生
、
大
学
生
及
び
一
般
の
方
か
ら
統

計
グ
ラ
フ
を
募
集
し
ま
す
。

部
門

第
1
部　

小
学
1
・
2
年
生
の
作
品

第
2
部　

小
学
3
・
4
年
生
の
作
品

第
3
部　

小
学
5
・
6
年
生
の
作
品

第
4
部　

中
学
生
の
作
品

第
5
部　

小
中
学
生
の
パ
ソ
コ
ン
統
計
グ
ラ

フ
の
作
品

第
6
部　

高
校
生
以
上
の
作
品
（
手
描
き
・

パ
ソ
コ
ン
利
用
は
不
問
）

※
第
1
部
〜
第
4
部
は
、
グ
ラ
フ
部
分
を

パ
ソ
コ
ン
で
作
成
し
た
作
品
は
含
み
ま

せ
ん
。

主
催　

山
口
県
、
山
口
県
統
計
協
会

テ
ー
マ

　

自
由
（
た
だ
し
、
小
学
校
4
年
生
以
下

の
児
童
の
応
募
に
つ
い
て
は
、
児
童
が
自

ら
観
察
又
は
調
査
し
た
結
果
を
グ
ラ
フ
に

し
た
も
の
に
限
り
ま
す
）

様
式
規
格

Ｂ
２
判
（
72
・
8
㎝
×
51
・
5
㎝
）

申
込
方
法　

詳
し
く
は
、
県
統
計
分
析
課
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

9
月
5
日
㈮

問　

山
口
県
総
合
企
画
部
統
計
分
析
課

（
☎
0
8
3
ー
9
3
3
ー
2
6
4
0
）

　

山
口
県
立
大
学
で
は
、
大
学
生
が
受
け
て

い
る
授
業
科
目
の
一
部
を
広
く
地
域
の
み
な

さ
ん
に
も
公
開
し
て
い
ま
す
。
学
生
と
一
緒

に
受
講
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

授
業
科
目

〇
色
彩
表
現
論

　

10
月
6
日
㈪
〜
1
月
26
日
㈪
（
全
15
回
）

　

国
際
文
化
学
部　

小
橋
圭
介
准
教
授

〇
情
報
社
会
Ⅱ（
宗
教
）

　

10
月
1
日
㈬
〜
1
月
28
日
㈬
（
全
15
回
）

　

国
際
文
化
学
部　

鈴
木
隆
泰
教
授

〇
こ
こ
ろ
の
科
学

　

10
月
2
日
㈭
〜
1
月
22
日
㈭
（
全
15
回
）

　

看
護
栄
養
学
部　

甲
原
定
房
教
授

申
込
期
間　

8
月
25
日
㈪
〜
9
月
17
日
㈬

※
応
募
多
数
の
場
合
、
期
間
内
で
も
募
集
を

締
め
切
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

申
込
方
法

　

山
口
県
立
大
学
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
申
込

フ
ォ
ー
ム
ま
た
は
、
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら

※
電
話
、
F
A
X
、
郵
送
で
の
申
し
込
み
は

で
き
ま
せ
ん
。

受
講
料　

各
科
目
5
，
0
0
0
円
（
申
し
込

み
の
際
、
オ
ン
ラ
イ
ン
決
済
で
支
払
い
を
お

願
い
し
ま
す
。
支
払
手
数
料
は
受
講
者
負
担

と
な
り
ま
す
。）

問　

山
口
県
立
大
学
地
域
共
生
セ
ン
タ
ー　

（
☎
0
8
3
ー
9
2
9
ー
6
6
1
1
）

　

町
内
に
住
む
、
お
お
む
ね
60
歳
以
上
で
、

働
く
意
欲
と
能
力
の
あ
る
健
康
な
方
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

※
入
会
に
は
年
会
費
3
，0
0
0
円
（
傷
害
・

損
害
保
険
料
を
含
む
）
が
必
要
で
す
。

常
時
お
仕
事
承
り
中

○
お
申
し
込
み
は
お
電
話
で
可
能
で
す

○
受
付
時
間　

9
時
〜
15
時
30
分

○
土
・
日
・
祝
日
は
休
業
で
す

申
・
問　

和
木
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
総
合
福
祉
会
館
内
）（
☎
53
ー
8
0
5
5
）

　

奨
学
金
の
貸
与
を
受
け
て
い
る
理
系
大
学

院
生
・
薬
学
部
生
が
大
学
院
修
了
な
ど
の
後
、

県
内
の
製
造
業
ま
た
は
情
報
サ
ー
ビ
ス
業
に

就
業
し
た
場
合
、
奨
学
金
返
還
額
の
全
部
ま

た
は
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象

　

理
系
大
学
院
修
士
1
年
生
ま
た
は
薬
学
部

5
年
生

申
込
期
限　

9
月
30
日
㈫

募
集
人
員　

25
名
程
度

（
う
ち
薬
剤
師
枠
5
名
程
度
）

申
込
方
法　

詳
し
く
は
、
県
産
業
人
材
課
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問　

山
口
県
産
業
労
働
部
産
業
人
材
課

（
☎
0
8
3
ー
9
3
3
ー
3
2
3
4
）

https://w
w
w
.pref.ya-

m
a-guchi.lg.jp/soshi-
ki/255/202864.htm

l

https://w
w
w
.pref.yam

a-
guchi.lg.jp/soshiki/22/
261876.htm

l

家
庭
用
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
補
助
金

　

町
で
は
、
犯
罪
へ
の
抑
止
力
の
向
上
や
安

全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
費
補
助
金

を
交
付
し
て
い
ま
す
。
防
犯
カ
メ
ラ
の
購

入
・
設
置
前
に
必
要
書
類
を
企
画
総
務
課
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

補
助
対
象
者

　

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方
で
す
。

〇
自
ら
居
住
す
る
た
め
に
用
い
る
町
内
の
住

宅
（
事
務
所
、
店
舗
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類

す
る
用
途
を
兼
ね
る
家
屋
を
含
む
）
に
新

た
に
防
犯
を
目
的
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置

す
る
方

※
ア
パ
ー
ト
、
借
家
は
除
き
ま
す
。

〇
町
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

補
助
の
対
象
と
な
る
経
費

〇
防
犯
カ
メ
ラ
及
び
画
像
デ
ー
タ
保
存
装
置
等

〇
防
犯
カ
メ
ラ
用
ケ
ー
ブ
ル
の
設
置
工
事
費

〇
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
工
事
費
（
既
存
設
備
の

撤
去
、
移
設
に
要
す
る
経
費
は
除
く
）

〇
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
の
表
示
に
か
か
る
費
用

〇
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
必
要
な
経
費

※
画
像
デ
ー
タ
を
保
存
す
る
た
め
の
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
及
び
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
購
入
に
か

か
る
費
用
は
除
き
ま
す
。

補
助
金
の
額

〇
補
助
対
象
経
費
の
1
／
2
の
額
（
千
円
未

満
の
端
数
切
捨
て
）
で
、
1
住
宅
に
つ
き

5
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

必
要
書
類

〇
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、企
画
総
務
課
で
配
布
も
し
て
い
ま
す
。

申
・
問 

企
画
総
務
課（
☎
52
ー
2
1
3
6
）
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防
火
標
語
の
募
集
に
つ
い
て

｢

住
ま
い
の
耐
震
化
の
す
す
め｣

パ
ネ
ル
展

上
級
救
命
講
習
会

危
険
物
取
扱
者
試
験

電
気
設
備
点
検
に
よ
る
停
電
の
た
め

日
時　

8
月
6
日
㈬　

9
時
〜
10
時

対
象　

ア
リ
ー
ナ
、
会
議
室

※
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
使
用
可
能

和
木
町
長
選
挙
の
た
め

日
時　

8
月
23
日
㈯
〜

　
　
　

8
月
25
日
㈪ 

12
時
ま
で

※
体
育
セ
ン
タ
ー
及
び
町
民
庭
球
場
は
、

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。
ま
た
、

窓
口
で
の
申
込
受
付
等
も
お
受
け
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問 

体
育
セ
ン
タ
ー
（
☎
52
ー
2
8
1
1
）

体
育
セ
ン
タ
ー
の
休
館
に
つ
い
て

〜
花
火
遊
び
は
、
迷
惑
に
な
ら
な
い
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
〜

ル
ー
ル
を
守
っ
て
楽
し
い
花
火

応
募
資
格

　

県
内
に
居
住
す
る
65
歳
以
上
の
方
（
令

和
7
年
4
月
1
日
現
在
と
す
る
）

課
題

○
住
宅
防
火
（
特
に
、住
宅
用
火
災
警
報
器
）

に
関
す
る
も
の
。

○
放
火
火
災
の
防
止
に
関
す
る
も
の
。

○
防
炎
エ
プ
ロ
ン
（
※
）
の
普
及
に
関
す

る
も
の
。

※
炎
に
ふ
れ
て
も
火
が
つ
き
に
く
く
、
燃
え

広
が
ら
な
い
素
材
を
使
用
し
た
エ
プ
ロ
ン
。

○
そ
の
他
火
災
予
防
に
関
す
る
も
の
。
た
だ

し
、
山
火
事
予
防
に
関
す
る
も
の
は
除
く
。

申
込
方
法

○
岩
国
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
ま
た
は

最
寄
り
の
消
防
出
張
所
等
で
配
布
す
る

様
式
又
は
ハ
ガ
キ
に
よ
る
こ
と
。

〇
申
込
は
、
1
人
1
点
と
す
る
。

○
ハ
ガ
キ
で
応
募
す
る
場
合
は
、
作
品
（
標

語
）、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
（
フ
リ

ガ
ナ
）、
年
齢
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号

を
明
記
す
る
こ
と
。

申
込
期
限　

10
月
6
日
㈪

提
出
先

〇
岩
国
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防
課

又
は
最
寄
り
の
消
防
出
張
所
等
に
提
出

〇
郵
送
の
場
合
（
送
付
先
）

〒
7
4
0
ー
0
0
3
7

岩
国
市
愛
宕
町
1
丁
目
4
ー
1

岩
国
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防
課

そ
の
他

　

入
選
者
に
つ
い
て
は
、
岩
国
地
区
消
防

組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す
。

問　

岩
国
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防
課

　
（
☎
31
ー
0
1
9
6
）

　

こ
れ
か
ら
夏
場
に
向
か
い
花
火
の
シ
ー
ズ

ン
を
迎
え
ま
す
。
毎
年
、
こ
の
時
期
に
は
、

誤
っ
た
使
用
方
法
が
原
因
と
考
え
ら
れ
る
事

故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

次
の
こ
と
を
守
り
、
楽
し
く
安
全
に
花
火

を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

〇
花
火
に
書
い
て
あ
る
遊
び
方
を
よ
く
読
ん

で
必
ず
守
り
ま
し
ょ
う
。

〇
花
火
を
人
や
家
に
向
け
た
り
、
燃
え
や
す

い
も
の
の
あ
る
場
所
で
遊
ん
だ
り
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
衣
服
に
火
が
つ
か

な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

〇
手
持
ち
の
筒
花
火
は
、
手
の
位
置
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

〇
風
の
強
い
と
き
は
、
花
火
遊
び
は
や
め
ま

し
ょ
う
。

〇
水
を
用
意
し
ま
し
ょ
う
。

〇
大
人
と
一
緒
に
遊
び
ま
し
ょ
う
。

〇
た
く
さ
ん
の
花
火
に
、
一
度
に
火
を
付
け

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
１
本
ず
つ
遊

び
ま
し
ょ
う
。

〇
正
し
い
位
置
に
正
し
い
方
法
で
点
火
し
て

く
だ
さ
い
。

〇
花
火
の
筒
先
に
顔
や
手
を
絶
対
に
出
さ
な

い
こ
と
。
点
火
す
る
時
や
途
中
で
火
が
消

え
た
と
き
は
、
特
に
注
意
。

〇
花
火
を
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

〇
花
火
を
分
解
し
て
遊
ぶ
こ
と
は
危
険
で

す
。
絶
対
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

問　

山
口
県
産
業
労
働
部
産
業
政
策
課

（
☎
0
8
3
ー
9
3
3
ー
3
1
5
5
）

　

地
震
に
対
す
る
住
ま
い
の
備
え
の
必
要

性
や
、
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
を
行
う
際

に
役
立
つ
情
報
を
お
知
ら
せ
す
る
た
め
、

木
造
住
宅
の
耐
震
化
啓
発
パ
ネ
ル
を
展
示

し
て
い
ま
す
。

　

住
宅
の
耐
震
化
や
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
制

度
、
減
税
に
関
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
コ
ー

ナ
ー
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

場
所　

和
木
町
図
書
館
ロ
ビ
ー
（
小
瀬
川

側
入
口
す
ぐ
横
）

展
示
期
間

8
月
5
日
㈫
〜
8
月
19
日
㈫　

9
時
30
分

〜
18
時
15
分
（
図
書
館
休
館
日
は
除
く
）

問　

都
市
建
設
課
（
☎
52
ー
2
1
9
7
）

日
時　

9
月
10
日
㈬

　
　
　

8
時
30
分
〜
17
時
15
分

受
講
時
間　

8
時
間

受
講
料　

無
料

場
所　

い
わ
く
に
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
2
階
講
堂

申
込
期
間　

8
月
13
日
㈬
〜
8
月
29
日
㈮

受
講
資
格　

岩
国
市
、
和
木
町
に
在
住
、
ま

た
は
勤
務
し
て
い
る
方

定
員　

50
名
（
先
着
順
）

※
A
E
D
を
使
用
し
た
心
肺
蘇
生
法
、
そ
の

他
の
け
が
や
病
気
に
関
す
る
講
義
、
実
技

を
行
い
ま
す
の
で
、
動
き
や
す
い
服
装
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
災
害
の
発
生
に
よ
り
、
中
止
又
は
延
期
に

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
・
問　

岩
国
地
区
消
防
組
合
警
防
課

（
☎
31
ー
0
1
9
9
）

試
験
日

11
月
15
日
㈯　

岩
国
市
、
他
6
市

11
月
16
日
㈰　

柳
井
市
、
他
5
市

願
書
受
付

書
面
・
電
子
申
請　

8
月
29
日
㈮
〜
9
月
11

日
㈭

申
込
方
法　

消
防
本
部
、
消
防
署
、
消
防
出

張
所
な
ど
に
備
え
付
け
の
受
験
願
書
に
必
要

書
類
等
を
貼
付
し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

試
験
準
備
講
習
（
乙
種
第
４
類
受
験
者
対

象
、
有
料
）

講
習
日

法　

令　

10
月
9
日
㈭　

9
時
〜
16
時

理
化
学　

10
月
10
日
㈮　

9
時
〜
16
時

講
習
会
場　

い
わ
く
に
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー

（
岩
国
市
愛
宕
町
1
丁
目
4
ー
1
）

申
込
期
間　

8
月
29
日
㈮
〜
9
月
11
日
㈭

申
込
先　

岩
国
地
区
防
災
協
会
（
消
防
本
部

予
防
課
内
）（
☎
93
ー
3
3
1
0
）

問　

岩
国
地
区
消
防
組
合
予
防
課

（
☎ 

31
ー
0
1
9
6
）
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対　　象　ポスター：小４～中３　標語：小中学生及び一般
申込期限　８月２９日（金）
提 出 先　小中学生：各学校、一般：和木町教育委員会（和木町文化会館内）
申込方法　（１）ポスターの部（応募作品数　１人１作品）

・規格　画用紙は四つ切りを使用　
【タテ画の作品、あいさつ運動を進める趣旨の言葉記入】
・注意事項　画用紙裏に学年、氏名を明記してください。ま
た、別添の名票に必要事項を記入し、下部に裏から貼り付
け、正面から見えるようにしてください。

　　　　　（２）標語の部（応募作品数　１人１作品）
・規格　本紙添付の専用作品申込用紙
【未発表の作品に限ります】
・注意事項　住所、学年、氏名を明記してください。

作品審査　社会教育委員会議において入選作品を決定します。
表 彰 等　「広報わき」で紹介するとともに、１１月中旬頃に文化会館ホワ

イエに展示します。また、ポスターの最優秀作品は、町内に掲示
します。
　＜最優秀賞＞各部門１点　　＜優秀賞＞各部門１点
　＜入選＞各部門１～２点

そ の 他　ポスターの応募作品は、審査後に返却します。
主　　催　和木町教育委員会
　 問 　　教育委員会事務局（☎５３－３１２３）

令和７年度 和木学園あいさつ運動

ポスター・標語 作品募集

令和６年度の最優秀作品
（ポスター・標語）

咲
か
せ
よ
う  

笑
顔
と
あ
い
さ
つ

和
木
町
に

大きな力となる、みなさん
の素敵な作品を募集します。

あいさつ日本一の和木町
を目指して

和木小学校６年（当時）
林　玲奈さんの作品

和
木
小
学
校
1
年（
当
時
）

　
松
田
　
紗
蘭
さ
ん
の
作
品

伝
え
よ
う  

和
木
の
魅
力
を
　

あ
い
さ
つ
で和

木
中
学
校
2
年（
当
時
）

　
本
田
　
希
実
さ
ん
の
作
品

和木中学校１年（当時）
高野 愛菜さんの作品

13：00 ～ 14：00 地理院地図を使って身近な土地の情報を知ろう

ハザードマップポータルサイトで様々な災害のリスクを確認しよう

文字表示電話サービス（ヨメテル）を使ってみよう

浸水ナビを使って水害シミュレーションを見てみよう

スマートフォンでマイナンバーカードを申請しよう

浸水ナビを使って 水害シミュレーションを見てみよう【相談会】
マイナンバーカードを健康保険証として利用しよう /公金受取口座の登録をしよう

全国版救急受診アプリ（Ｑ助）で 病気やけがの緊急度を判定しよう

オンライン診療を使ってみよう

マイナポータルを活用しよう

スマートフォン用電子証明書をスマートフォンに搭載しよう

スマートフォンで年金の情報を確認しよう （ねんきんネット）

14：15 ～ 15：15

15：30 ～ 16：30

13：00 ～ 14：00

14：15 ～ 15：15

15：30 ～ 16：30

13：00 ～ 14：00

14：15 ～ 15：15

15：30 ～ 16：30

13：00 ～ 14：00

14：15 ～ 15：15

15：30 ～ 16：30

13：00 ～ 14：00 スマートフォンで確定申告（e Tax ）をしよう

デジタルリテラシーを身につけて安心・安全にインターネットを楽しもう

生成 AI を使ってみよう

マイナポータルを活用しよう

マイナポータルを活用しよう【相談会】

生成AI を使ってみよう【相談会】

マイナポータルを活用しよう【相談会】

デジタルリテラシーを身につけて安心・安全にインターネットを楽しもう【相談会】

ハザードマップポータルサイトで 様々な災害のリスクを確認しよう

オンライン診療を使ってみよう

全国版救急受診アプリ（Ｑ助）で病気やけがの緊急度を判定しよう

デジタルリテラシーを身につけて安心・安全にインターネットを楽しもう

生成 AI を使ってみよう

14：15 ～ 15：15

15：30 ～ 16：30

13：00 ～ 14：00

14：15 ～ 15：15

15：30 ～ 16：30

13：00 ～ 14：00

14：15 ～ 15：15

15：30 ～ 16：30

13：00 ～ 14：00

14：15 ～ 15：15

15：30 ～ 16：30

マイナポータルを活用しよう

浸水ナビを使って水害シミュレーションを見てみよう

13：00 ～ 14：00

14：15 ～ 15：15

15：30 ～ 16：30

参加
無料

スマホの基本的な使い方から、さまざまな行政手続き方法まで、初心者でも安心して
スマホの活用方法を学べる講習会です。実際に体験しながら一緒に学びませんか？

８月１日（金）受付開始

お申込み・問い合わせ
企画総務課（☎５２ー２１３６）（受付時間：平日８時３０分～１７時１５分）

●講習会詳細 日時　９月４日～１０月３０日　毎週木曜日開催
会場　総合コミュニティセンター３階会議室１
講座内容　下記スケジュール表のとおり

定員数に達し次第、
予約受付終了となります。

総務省 デジタル活用支援推進事業 スマホ講習会

9 月開催スケジュール 10 月開催スケジュール

定員
各講座８名

令和７年度
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ス
ポ
ー
ツ

〇
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

〇
和
木
ミ
ニ
バ
ス

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

〇
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

大
会
名　

和
木
町
春
季
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

開
催
日　

6
月
21
日

場
　
所　

体
育
セ
ン
タ
ー
庭
球
場

成
　
績　

一
般
男
子
の
部

優　

勝　

岡
田
・
南  

ペ
ア

準
優
勝　

杉
山
・
藤
井　

ペ
ア

男
女
混
合
の
部

優　

勝　

西
口
・
安
部
（
亜
）　

ペ
ア

準
優
勝　

石
本
・
安
部
（
孝
）　

ペ
ア

体
育
協
会

〇
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

大
会
名　

令
和
7
年
度 

和
木
町
近
郊
春
季

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

開
催
日　

6
月
8
日

場
　
所　

体
育
セ
ン
タ
ー

成
　
績　

男
子
A
級

優　

勝　

上
中
・
三
好  

ペ
ア

準
優
勝　

岸
本
・
植
木　

ペ
ア

男
子
B
級

優　

勝　

山
本
・
若
松
屋　

ペ
ア

準
優
勝　

新
庄
・
原
田　

ペ
ア

男
子
C
級

優　

勝　

笹
口
・
小
田　

ペ
ア

準
優
勝　

前
田
・
野
上　

ペ
ア

男
子
D
級

優　

勝　

神
田
・
横
田　

ペ
ア

準
優
勝　

末
岡
・
篠
原　

ペ
ア

女
子
A
級

優　

勝　

藤
村
・
藤
村　

ペ
ア

準
優
勝　

讃
井
・
福
原　

ペ
ア

女
子
B
級

優　

勝　

井
原
・
小
原　

ペ
ア

準
優
勝　

斎
藤
・
加
藤　

ペ
ア

女
子
C
級

優　

勝　

押
川
・
笠
原　

ペ
ア

準
優
勝　

池
田
・
重
政　

ペ
ア

女
子
D
級

優　

勝　

テ
ー
ラ
・
屋
根
本　

ペ
ア

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

開催日
場　所
成　績

６月２１日
横山河川敷運動広場
優勝

開催日
場　所
成　績

６月１５日
西岐波小学校
Dブロック優勝

開催日
場　所
成　績

６月１５日
蜂ヶ峯総合公園グラウンド
優勝

■ 岩国リーグ第３節■ 第６回サン・リフォーム旗争奪少年ソフトボール大会

開催日
場　所
成　績

７月６日
下松市総合スポーツ公園
優勝

開催日
場　所
成　績

６月２９日
サンビレッジ周東多目的グラウンド
優勝

■ 第41回敬学堂杯ソフトボール大会■ 第36回久保杯ソフトボール大会

■ 宇部マテリアルズ杯
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３代目地域おこし協力隊　上野優樹の「活動報告」３代目地域おこし協力隊　上野優樹の「活動報告」３代目地域おこし協力隊　上野優樹の「活動報告」

～８月３日

８月　４日～８月１７日

８月１８日～８月３１日

＜放送予定＞

企画総務課（☎５２－２１３６）

公共交通利用経費を補助します！

団体間交流、イベント出展、地域資源の視察等
（広島広域都市圏交流活動促進事業）

対象団体

対象経費

申請の流れ

申・問

自治会、ＰＴＡ、こども会、障害者関係団体、老人クラブ、商工会など
※団体の規約等を設けていること、構成員の過半数が地域の住民や事業者であることなど、各種条件があります。

※活動を実施する月の前月１日から活動実施日の概ね２週間前までに書類の提出が必要とな
りますので、お早めにご相談ください。事前協議なく活動実施した場合は対象外となります。

【広島広域都市圏】
広島市、呉市、竹原市、三原市、三次市、大竹市、東広島市、廿日市市、安芸高田市、
江田島市、府中町、海田町、熊野町、坂町、安芸太田町、北広島町、大崎上島町、世羅町、岩国市、柳井市、周防大島町、和木町、
上関町、田布施町、平生町、出雲市、浜田市、益田市、飯南町、川本町、美郷町、邑南町、吉賀町
【松山圏域】
伊予市、東温市、久万高原町、松前町、砥部町

（１）事前協議
（２）活動実施
（３）交付申請・請求

公共交通型

貸切バス型

３名以上

１０名以上

ＪＲ在来線、アストラムライン、路面電車などの実費
（新幹線や乗用タクシーは対象外）
貸切バスの利用料金
（バス借上料のみで、有料道路代や駐車場代は除く）

必要参加人数 対　象　経　費

※広島広域都市圏内（３３市町）及び松山圏域内（５市町）での活動が対象です

『わきさんぽ 2周目　特別編　姉妹都市「恵庭」を行く』
地元の食材を使用した絶品グルメや、市内で採れる羊毛を用いた
クラフト体験など、豪華なラインナップでお届けします。
『和木ってどんな町？　恵庭で聞いてみた』
恵庭市民による和木町への認知度は果たして！？
「恵庭花とくらし展」でズバリ聞いてきました！！
『和木×恵庭　きずな発見』
和木と恵庭をつなぐものとは？両市町のきずなを感じるスポットを巡ります。

　皆さんは姉妹都市の恵庭市をどれぐらいご存じでしょうか。多くの方に
恵庭市への親しみを持っていただければと思い、恵庭と和木のつながりを
テーマとした番組を制作しました。
　今回は「恵庭花とくらし展」という地域を代表するイベントを撮影しま
した。「先祖が和木村民だった」「開拓民が和木村からきた」というお話を
聞き、改めて、姉妹都市のつながりの深さを実感しました。一方で和木の
ことを知らないという方も多かったので、しっかりと PR してきました。多
くの方から「今度行ってみるよ」という声をいただけたので、地域おこし
協力隊として、本当に嬉しかったです。
　また、恵庭市には和木とのつながりや、自然の豊かさを感じるスポット
がいくつもありました。魅力あふれる恵庭市を和木ちゃんねるの企画番組
としてお送りしますので、ぜひご覧ください！

インタビューの様子

日本最大級の羊牧場を有するえこりん村
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WAKI・コンサート 出演申込書

あしゆび体操でおなじみの理学療
法士の中元幸美先生が、お一人
ずつ優しく丁寧に指導します。

ウォーキング
講 座

と　　き

と こ ろ

１２月７日（日）１４時 開演

和木町文化会館　大ホール

９月１日（月）〜９月１７日（水）　１７時〆切

ご持参又は、FAX か郵送でお申込みください
受付期間

＊楽器（ピアノ・木管楽器・金管楽器・弦楽器など）

＊声楽（ソロ・コーラスなど）

お問い合わせ先：和木町総合コミュニティセンター

主　催：和木町文化協会
後　援：和木町・和木町教育委員会
協　力：ふちだ楽器店

TEL：0827-52-2191　FAX：0827-52-5200

《募集内容》

＊参 加 費　1000 円
＊募集組数　15 組程度
＊演奏時間　10 分以内
＊募集要項・申し込み用紙は和木町文化協会事務局にあります。
＊ホームページ「WAKI・コンサート」
　からもダウンロードできます。
　HP  http://www.waki-concert.com/

WAKI・コンサート’25WAKI・コンサート’25

和木美術館
（アートウィング）

作品公募
作品の搬入
日時・場所

和木美術館（アートウィング）

2026年 土1月24日

一般・高校生  ◎搬入・搬出が決められた日時に直接できる方（郵送は不可）出品資格

和木町文化協会事務局（和木町総合コミュニティセンター内）
〒740-0061 山口県玖珂郡和木町和木2丁目15-1 
TEL：0827-52-2191　FAX：0827-52-5200
ホームページ  https://www.waki-bunka.com/　

お問い合せ先

主催 / 和木町文化協会　後援 /  和木町・和木町教育委員会

新たな飛躍の場としてチャレンジしてみませんか？
お待ちしています！

第13回

9：00　 17：00→

絵画美術展覧会
第13回 和木町

表彰式  / 2026年2月8日（日）10：00～
　　　　　審査員による ギャラリートーク
　　　　　　　　　10：30～
　　　　　和木美術館（アートウィング）

2026年 日 日2月8日　   2月22日
10:00　17:00（最終日は15：00まで）

和木美術館（アートウィング）

申・問：体育センター（☎５２－２８１１）

【期間】  10月1日（水）～11月30日（日）
【対象】  40歳以上

　  ※医師より運動制限を受けていない方
【種目】  ①10月の部

　 ②11月の部
　 ③10月～11月　2ヵ月間の部

　　　　　※入賞者の方は体育センターから直接ご連絡
　　させていただきます。

【準備するもの】
　　歩数計（貸与　先着８名まで）またはスマートフォン

主催　和木町総合型地域スポーツクラブ
共催　和木町保健福祉課・都市建設課

スマートフォンを使用され
る場合はこちらのアプリ（や
まぐち健幸アプリ）のダウン
ロードをお願いします。
アプリの不明な点は体育セ
ンターまで。

【歩数の登録・記録について】※和木町体育センターにて行います。
〇登録　各種目開始日以降に使用する歩数計と現在の歩数
〇記録　各種目最終日　17時までに歩数計、スマートフォンを持参（期日を
過ぎると無効になります）
　※歩数計、スマートフォンの適正利用にご協力を
　　お願いします。

わきあいあいウォークわきあいあいウォーク

上位入賞者には賞品あり！重複応募は出来ません。

申込締切：令和７年９月１３日（土）

４０歳以上の方を対象にウォーキング歩数を競う
コンテストを開催します！！
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小瀬川大和橋下流20時～20時20分

2025 大竹・和木 川まつり 花火大会2025 大竹・和木 川まつり 花火大会2025 大竹・和木 川まつり 花火大会2025 大竹・和木 川まつり 花火大会

※荒天、河川増水などの場合は翌日２１日（木）に順延します。
両日とも開催できない場合は中止します。

交通規制
当日は交通規制図のとおり川沿いの道路が１９時～２１
時まで車両通行止めとなります。
観覧禁止区域
　打上げ地点に近い両岸の道路一部
立入禁止区域
　大和橋～ＪＲ鉄橋間の河川内および河川内敷地
駐車場（和木側）
　中学校グラウンド（１８時３０分～２２時３０分）
　
　
問　大竹商工会議所（☎５２－３１０５）

※近隣住民様用の駐車場です。停められる台数が少ないため
　原則公共交通機関（ＪＲ等）をご利用ください。

８
（水）２０８ （水）２０

支部
　（消防車庫）和木

小学校
和木
小学校

所
生花店

仮設
トイレ
仮設
トイレ

本部本部

JA山口東JA山口東

★
打上地点打上地点

体育センター

和木駅

〒

（和木町）
車両通行止区間（19時～21時）
車両通行止標識

感覚や感情に働きかけて
想像力を伸ばしましょう☆

～親子すくすく☆懇談会～

議会と岩国短大とのコラボ企画です。岩国短大の朝倉なぎさ教
授の表現あそびや学生さんのパネルシアター、子育てカフェを予
定しています。学生による預かり保育もしています。お気軽にご
参加ください。

申込み
不要
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問：住民サービス課（☎５２－２１９４）

ポスター 小学生以上の方を対象（４切りサイズ）
小・中学生を対象標　語

　町民の皆さまの利便性向上のため、丸久元町店
（大竹市元町一丁目１１番１５号）で和木町指定ご
み袋の取扱いがはじまりました。
　これにより、和木町指定ごみ袋取扱い店舗は役
場を含め９店舗となります。店舗の一覧について
は和木町家庭ごみ収集カレンダーの最終頁をご確
認ください。

丸久元町店で
和木町指定ごみ袋の
取扱いがはじまりました

～野良猫を
　　減らしていくために～

不定期連載

　住民の方から野良猫問題解決のため、TNR 活動
（野良猫を捕獲し、不妊・去勢手術を行い、元の場
所に戻すこと）を考えてほしいとのご意見があり
ました。
　野良猫問題については、町内で苦情（糞尿問題、
悪臭、庭・畑・ごみステーション荒らし等）が増
加していることから、自治会連合会や議会（まち
づくり懇談会）から要請を受けて、「快適環境まち
づくり町民会議」で対策を研究検討しているとこ
ろです。
　TNR 活動や地域猫活動は、野良猫問題の解決策
の一つではありますが、和木町の現状で、すぐに
こういった活動を推進した場合、「飼い猫と野良猫
の区別がつかず、飼い猫を捕獲して住民間のトラ
ブルになる可能性」や「自治会や近隣の住民の合
意が得られない」といったことが懸念されます。
また、一部の地域で TNR 活動を実施しても、エサ
やりをする人がいる限り、他地域からの流入によ
り野良猫を減らすことにつながらないといった事
例も見受けられます。
　このため、和木町では、まず、「飼い猫の適正飼
養（屋内飼育や首輪の推奨）」や「むやみなエサや
りを止めていただく」などの啓発活動に力を入れ
ることにしました。
　かわいそうと思って、野良猫にエサをやること
が、結果的にかわいそうな野良猫を増やすことに
つながります。エサをやるなら責任をもって適正
に飼養していただくことが条件です。ご理解のほ
ど、よろしくお願いします。
　なお、町内で TNR 活動を実施し
ておられる個人や団体等がありまし
たらご意見を伺いたいと思います。
情報をお寄せください。

申・問　和木町快適環境まちづくり町民会議事務局
　　　　（住民サービス課内）（☎５２－２１９４）

里山研究会栗園体験事業の募集
　蜂ヶ峯公園隣接栗園の下草刈りから収穫までの
体験参加者を募集します。
　収穫体験時に下草刈り体験参加１回につき岸根栗１㎏を
差し上げます。
日　　程　第２回下草刈り体験日：令和７年９月１３日（土）
　　　　　　　　　　　　〔予備日：令和７年９月２０日（土）〕
　　　　　〈作業時間の目安〉８時→集合、９時半→解散
※雨天が予想される場合は事前に延期連絡いたします。
※９月末～１０月頃に栗の収穫体験を予定しております。
参加要件　興味がある方。（１８歳以上）
　　　　　　（下草刈りでは刈払機を使用いたします。
　　　　　　 刈払機の使用方法は里山研究会で指導い
　　　　　　 たします。）
定　　員　５名
必要なもの　帽子、長袖、長ズボン、長靴、タオル、
　　　　　　軍手、熱中症対策
　　　　　　※以下については準備いたします。
　　　　　　　刈払機、防護服、フェイスシールド等
◎年間の事業スケジュール

　和木町快適環境まちづくり町民会議では、動物の適正飼養
への啓発を図るため、ポスター及び標語を募集します。
◆募集内容　テーマは「動物の適正飼養」

◆申込期限　９月５日（金）まで
◆申 込 先　住民サービス課または、町内の小中学校
◆申込資格　町内に在住している方
◆申込上の注意点
申込点数は各部門１点。未発表のオリジナル作品に限ります。
作品に学年、氏名（児童、生徒、学生の場合）、または住所、
氏名を明記してください。
◆賞　　最優秀賞　ポスター、標語各 1点
　　　　優秀賞　　ポスター、標語各 1点
　　　　入選　　　ポスター、標語各 3点以内
◆表彰　最優秀賞　賞状及び記念品贈呈
　　　　　　　　　　（プリペイドカード５，０００円分）
　　　　優秀賞　　賞状及び記念品贈呈
　　　　　　　　　　（プリペイドカード３，０００円分）
　　　　入選　　　賞状及び記念品贈呈
　　　　　　　　　　（プリペイドカード１，５００円分）
※プリペイドカードの種類：Apple、Google、Amazon、ニンテンドー）
◆そ の 他　最優秀作品は「和木町家庭ごみ収集カレンダー」

に掲載させていただく場合があります。その際、
氏名、学年などを表示することがありますので、
ご了承ください。
入賞作品の著作権は主催者に帰属し、申込作品
の返却はいたしません。

◆申 ・ 問　和木町快適環境まちづくり町民会議事務局
　　　　　　（住民サービス課内）（☎５２－２１９４）

申込締切：令和７年８月２９日（金）１７時

５月 ６月

下草刈り
（６月１４日）

下草刈り
（９月１３日）
収　穫

収　穫

７月 ８月 ９月 １０月

申込先 　住民サービス課（☎５２－２１９４）

参加費
無  料

動物の適正飼養ポスター・標語の募集
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消費者生活相談

だより

消費者生活相談

だより Vol. 240

問
合
せ
▼

企
画
総
務
課（
☎
52
ー
2
1
3
6
）

消
費
生
活
相
談
（
火
曜
日
の
み
）

（
☎
35
ー
5
3
1
0
）

山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
☎
0
8
3
ー
9
2
4
ー
2
4
2
1
）

太陽光発電などの
点検商法に注意！

の
事
業
者
か
ら
見
積
を
取
り
、

比
較
・
検
討
し
て
納
得
で
き
る

条
件
の
事
業
者
と
契
約
し
ま

し
ょ
う
。

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】

　

太
陽
光
パ
ネ
ル
に
限
ら
ず
電

気
給
湯
器
や
屋
根
瓦
な
ど
を
無

料
で
点
検
す
る
と
言
っ
て
、
点

検
後
に
高
額
な
修
理
等
の
契
約

を
勧
誘
す
る
「
点
検
商
法
」
と

呼
ば
れ
る
手
口
が
あ
り
ま
す
。

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で
き
る
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
め

に
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
１
８

８
番
（
い
や
や
）
で
お
近
く
の

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

【
相
談
】

　

突
然
訪
問
し
て
き
た
事
業
者
が

「
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
点
検
が
法
律

で
義
務
化
さ
れ
た
の
で
無
料
で
点

検
す
る
」
と
言
う
の
で
、
無
料
な

ら
よ
い
か
と
思
い
了
承
し
た
。
点

検
後
に
「
火
災
の
危
険
性
が
あ
る

の
で
部
品
交
換
が
必
要
」
と
高
額

な
見
積
書
を
提
示
さ
れ
た
が
、
本

当
だ
ろ
う
か
。

【
回
答
】

　

訪
問
し
て
き
た
事
業
者
の
話

を
う
の
み
に
せ
ず
、
実
際
に
設

置
し
た
事
業
者
や
メ
ー
カ
ー
に

点
検
や
修
理
の
要
否
を
確
認
し

ま
し
ょ
う
。
な
お
、
無
料
で
点

検
を
受
け
た
と
し
て
も
、
そ
の

事
業
者
と
修
理
等
の
契
約
を
す

る
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。
複
数

和

木

短

歌

会

梅
雨
晴
れ
の
猛
暑
続
き
ぬ
昼
さ
が
り

高
気
圧
ふ
た
つ
は
重
ね
布
団
か

清
水　

敬
子

カ
タ
コ
ト
と
前
山
の
緑
食
べ
て
ゆ
く

キ
リ
ン
の
よ
う
な
ユ
ン
ボ
三
台

泉
原　

節
子

見
な
い
ふ
り
し
て
い
た
畑
の
雑
草
を

あ
わ
て
て
刈
�
て
枝
豆
植
え
る

お
茶
碗
の
置
き
場
の
違
い
を
見
つ
け
た
り

家
事
参
入
の
退
職
の
夫

中
礒　

和
子

藤
川　

洋
子

玉
ね
ぎ
を
手
加
減
せ
ず
に
み
じ
ん
切
り

ハ
ン
バ
�
グ
作
る
ハ
ウ
ス
ハ
ズ
バ
ン
ド

井
口
美
智
子

久
々
に
訪
ね
し
施
設
で
母
の
言
ふ

﹁
あ
な
た
は
ど
こ
へ
お
住
ま
い
で
す
か
﹂

兼
本　

信
昌

灰
岡　

裕
美

無
い
は
ず
な
い
ラ
�
メ
ン
探
し
て
ゴ
ミ
箱
へ

夫
の
食
べ
た
る
証
拠
見
つ
け
る

 
職
員
の
異
動

　

坂
本　

啓
三
（
体
育
セ
ン
タ
ー　

主
任
主
事
）

（　

）内
は
旧
職

●
退
職

今月の納税
問 

税
務
課
（
☎
52
ー
2
1
9
3
）

町
県
民
税
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
期
分

町
営
住
宅
使
用
料
　
　
　
　
　
　
　
8
月
分

国
民
健
康
保
険
料
　
　
　
　
　
　
　
2
期
分

介
護
保
険
料
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
期
分

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
　
　
　
　
2
期
分

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・

※
納
期
限
は
9
月
1
日
㈪
で
す
。

　

町
税
な
ど
の
納
付
は
便
利
な
口
座
振
替
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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100 200100200 00 （人）

　
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
た
家
計
を
支

援
す
る
と
と
も
に
、
地
域
経
済
の
活
性
化

を
図
る
た
め
、
国
の
物
価
高
騰
対
応
重
点

支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
、

6
月
に
「
和
木
町
共
通
商
品
券
」
を
町
民

の
皆
さ
ま
に
お
届
け
し
ま
し
た
。
ご
不
在

等
の
理
由
で
6
月
中
に
受
取
が
出
来
な

か
っ
た
世
帯
の
商
品
券
は
、
役
場
で
保
管

し
て
い
ま
す
。
再
送
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
企
画
総
務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
役
場
で
直
接
受
取
を
希
望
さ
れ
る

場
合
は
、
受
取
人
様
の
身
分
証
明
書
（
顔

写
真
付
き
の
場
合
は
1
点
、
顔
写
真
が
付

い
て
い
な
い
も
の
の
場
合
は
2
点
）
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
（
受
取
人
様
が
世
帯
員
以

外
の
場
合
は
、
身
分
証
明
書
に
加
え
、
委

任
状
が
必
要
で
す
）。

商
品
券
の
保
管
期
限

　　詐
欺
な
ど
に
注
意
く
だ
さ
い

〇
商
品
券
の
配
布
に
際
し
、
町
ま
た
は
そ

の
他
の
団
体
・
関
係
機
関
等
が
金
銭
を

求
め
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
、

そ
の
よ
う
な
事
例
を
見
聞
き
し
た
場
合

は
、
企
画
総
務
課
へ
ご
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
　
企
画
総
務
課
（
☎
52
ー
2
1
3
6
）

令和7年7月1日現在
総人口　5,654人（－8）
世帯数　2,584世帯（－15）
和木町の面積　10.58㎢
（　）内は前月比

女　2,888人（－5人）男　2,766人（－3人）
8

25
63

92
185
191

169
142

202
184
185

160
151
138
129

143
172

152
105

169

1 9
25

82
105

170
181
185
196

143
166

212
169

193
152

115
110
116

183
167

124
85

100以上
95－99
90－94
85－89
80－84
75－79
70－74
65－69
60－64
55－59
50－54
45－49
40－44
35－39
30－34
25－29
20－24
15－19
10－14
5－9
0－4

町
職
員
を
募
集
し
ま
す

募
集
職
種

　

事
務
職　
　

若
干
名

受
験
資
格

　

平
成
7
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
19
年
4
月

1
日
の
間
に
生
ま
れ
た
方
で
︑
高
等
学
校
以

上
の
学
校
を
卒
業
さ
れ
た
方
︒
普
通
自
動
車

免
許
を
取
得
し
て
い
る
方
︒

一
次
試
験

　
︵
第
1
期
︶
9
月
28
日
㈰

　
︵
第
2
期
︶
11
月
16
日
㈰

※
第
一
次
試
験
を
2
回
実
施
し
ま
す
︒
い
ず

れ
か
の
試
験
日
の
み
受
験
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
︒

受
付
期
間

第
1
期
：
9
月
28
日
㈰　

実
施
試
験

7
月
7
日
㈪
～
8
月
15
日
㈮  

8
時
30
分
～
17
時
15
分

※
郵
送
の
場
合
︑
8
月
15
日
㈮  

消
印
有
効

と
し
ま
す
︒

第
2
期
：
11
月
16
日
㈰　

実
施
試
験

9
月
1
日
㈪
～
10
月
10
日
㈮  

8
時
30
分
～
17
時
15
分

※
郵
送
の
場
合
︑
10
月
10
日
㈮  

消
印
有
効

と
し
ま
す
︒

二
次
試
験

　
︵
第
１
期
︶
10
月
下
旬
予
定

　
︵
第
２
期
︶
12
月
上
旬
予
定

採
用
予
定
日

　

令
和
8
年
4
月
1
日
以
降

そ
の
他

　

天
候
や
災
害
等
の
状
況
に
よ
り
︑
試
験
日

程
を
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
︒

問　

企
画
総
務
課
︵
☎
52
ー
2
1
3
6
︶

※
和
木
町
職
員
採
用
試
験
受
験
申
込
書
は
企

画
総
務
課
︵
役
場
2
階
︶
に
あ
り
ま
す
︒

ま
た
︑
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
︒

https://w
w

w
.tow

n.w
aki.lg.jp

（
令
和
8
年
4
月
採
用
）

公益財団法人山口県市町村振興協会
８・９月分の収益金は、市町村のまちづくりに使われます。

公益財団法人山口県市町村振興協会
８・９月分の収益金は、市町村のまちづくりに使われます。

令
和
7
年
12
月
26
日
㈮

和
木
町
生
活
応
援
商
品
券

事
業
に
関
す
る
お
知
ら
せ
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